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令和５年錦町二十歳のつどい

～夢と希望があふれる未来へ
　　　羽ばたけ133人の若人～



　
錦
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
令
和
５
年
錦
町
「
二
十

歳
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
民
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
令
和
４
年
４
月
１

日
付
け
で
、
成
人
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た
が
、
錦
町
で
は
こ
れ
ま
で
通
り
20
歳
に
な

る
方
に
案
内
を
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
た
め
、
今

年
か
ら
名
称
が
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
に
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
年
の
主
役
は
、
平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
１
３
３
人
。
我
が
子
の
晴
れ
着

姿
を
一
目
見
よ
う
と
保
護
者
も
大
勢
、
会
場
に
駆
け
つ

け
ま
し
た
。

　
式
典
は
毎
床
教
育
長
の
開
会
に
始
ま
り
、
国
歌
は
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
出
席
者
全
員
で
静
聴
。

　
町
長
式
辞
で
は
、
森
本
町
長
か
ら
「
こ
れ
か
ら
の
日

本
を
担
っ
て
い
く
皆
さ
ん
に
は
、
周
り
か
ら
の
期
待
は

高
ま
っ
て
い
く
ば
か
り
。
限
り
な
い
可
能
性
を
信
じ
て

自
分
の
人
生
を
切
り
拓
い
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

　
町
か
ら
の
記
念
品
を
代
表
の
梅
田
瑠
希
さ
ん
（
一
武

西
原
）
に
贈
呈
。
そ
の
後
、
出
席
者
一
人
ひ
と
り
の
近

況
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
終
盤
に
は
、
出
席
者
を
代
表
し
て
誓
い
の
言
葉
を
坂

口
琴
未
さ
ん
（
一
武
栄
）、
交
通
安
全
宣
言
を
豊
永
琉

誠
さ
ん
（
木
上
平
川
）、
謝
辞
を
山
下
大
樹
さ
ん
（
西

指
杉
）
が
述
べ
ま
し
た
。
詳
細
は
、Ｐ
４
で
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
終
了
後
、
錦
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
記
念
写
真
の
撮
影

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
出
席
者
は
そ
れ
ぞ
れ
写

真
撮
影
や
小
中
学
校
時
代
の
話
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
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第 70回球磨一周市町村対抗熊日駅伝大会

次
回
は

　目
指
せ
優
勝
！

力走した選手と関係者 賞状を受け取る桒原監督（左）

５区～６区　倉本選手から有田選手へ（Ａ） ７区　久間選手（Ａ）

２区　澁谷選手（Ｂ）

８区　岡﨑選手（Ａ）

４区　有馬選手（Ｂ）

錦
町
Ａ
チ
ー
ム

監
督
　
桒
原
　
道
德

１
区
　
福
田
　
哲
哉

２
区
　
久
間
　
萌
湖

３
区
　
豊
永
　
大
成

４
区
　
菱
刈
　
大
貴

５
区
　
倉
本
　
謙
志

６
区
　
有
田
　
和
輝

７
区
　
久
間
　
章
弘

８
区
　
岡
﨑
　
滉
大

補
員
 

愛
甲
　
健
二

桒
原
　
道
徳

日
當
　
健
二

ケ
ネ
ッ
ト
・
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
マ
ー
カ
ス

有
馬
　
　
楓

錦
町
Ｂ
チ
ー
ム

監
督
　
吉
田
　
誠
二

１
区
　
山
口
　
瑛
羅

２
区
　
澁
谷
　
唯
南

３
区
　
水
口
　
大
基

４
区
　
有
馬
　
　
聖

５
区
　
早
田
　
　
勝

６
区
　
岡
﨑
　
致
大

７
区
　
吉
田
　
誠
二

８
区
　
立
村
　
一
晃

補
員
 

日
當
　
康
生

福
永
　
大
漣

中
村
　
心
人

上
淵
　
心
琴

木
下
　
　
心

【
区
間
賞
】

７
区
　
久
間
　
章
弘
（
A
）

【
全
成
績
】 

１
　
人
吉
市
Ａ

２
　
錦
町
Ａ

３
　
人
吉
市
Ｂ

４
　
水
上
村
Ａ

５
　
あ
さ
ぎ
り
町
Ａ

６
　
多
良
木
町
Ａ

７
　
湯
前
町
Ａ

８
　
錦
町
Ｂ

９
　
水
上
村
Ｂ

10
　
球
磨
村

11
　
相
良
村

12
　
人
吉
市
Ｃ

13
　
あ
さ
ぎ
り
町
Ｂ

14
　
山
江
村
Ａ

15
　
あ
さ
ぎ
り
町
C

16
　
湯
前
町
Ｂ

17
　
多
良
木
町
Ｂ

18
　
五
木
村

19
　
多
良
木
町
Ｃ

　
12
月
18
日
、
第
70
回
球
磨
一
周
市
町
村
対
抗
熊
日
駅
伝

大
会
が
、
岩
野
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
全

８
区
間
52
．42
㎞
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
10
時
の
号
砲
で
錦
町
の
２
チ
ー
ム
を
含
め
た
全
19

チ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
。
本
町
は
、
各
区
の
選
手
が
区
間
上

位
の
走
り
を
見
せ
、
優
勝
争
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
Ａ

チ
ー
ム
は
２
時
間
55
分
10
秒
の
２
位
、
Ｂ
チ
ー
ム
は
３
時

間
10
分
38
秒
の
８
位
。
惜
し
く
も
優
勝
は
逃
し
ま
し
た

が
、
見
事
な
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

雪が降る中
　　　優勝を目指し激走

代表者のことば代表者のことば 　「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
の
中

で
代
表
者
か
ら
「
誓
い
の
言

葉
」
、
「
交
通
安
全
宣
言
」
、

「
謝
辞
」
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　誓
い
の
言
葉

　
私
た
ち
は
、
本
日
こ
こ

に
成
人
の
良
き
日
を
迎

え
、
大
人
へ
の
仲
間
入
り

を
す
る
誇
り
と
新
た
な
決

意
を
抱
い
て
い
ま
す
。

　
今
日
ま
で
の
私
た
ち

は
、
家
族
や
地
域
社
会
の

保
護
の
も
と
に
過
ご
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
成
人
と
し
て
与
え

ら
れ
た
責
任
と
義
務
を
肝

に
銘
じ
、
社
会
に
貢
献
で

き
る
よ
う
精
進
す
る
覚
悟

で
す
。

　
今
日
か
ら
は
、
私
た
ち

の
前
途
に
は
多
難
な
出
来

事
が
数
多
く
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
先
輩
の
皆
様
方

の
よ
り
よ
い
ご
指
導
、
ご

助
言
に
よ
っ
て
一
人
立
ち

の
で
き
る
立
派
な
社
会
人

に
な
る
こ
と
を
こ
こ
に
謹

ん
で
お
誓
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　
　
　
　
坂
口
　
琴
未

　交
通
安
全
宣
言

　
交
通
事
故
の
な
い
、
安
全
で
住

み
よ
い
故
郷
（
ふ
る
さ
と
）
づ
く

り
は
、
錦
町
民
の
心
か
ら
の
願
い

で
す
。

　
し
か
し
、
交
通
事
故
は
後
を
絶

た
ず
、
特
に
、
飲
酒
運
転
や
高
齢

者
の
事
故
、
自
転
車
の
交
通
ル
ー

ル
違
反
等
が
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
県
内
で
は
52
人
も
の
尊

い
命
が
、
交
通
事
故
に
よ
り
失
わ

れ
、
そ
の
中
に
は
私
た
ち
と
同
世

代
の
若
者
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
私
た
ち
新

成
人
の
一
人
ひ
と
り
が
、
自
覚
と

責
任
を
持
ち
、
交
通
安
全
に
つ
い

て
今
一
度
真
剣
に
考
え
、
「
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
」
と
「
正
し
い
交

通
マ
ナ
ー
」
を
習
慣
づ
け
る
こ
と

が
、
な
に
よ
り
も
大
切
で
す
。

　
「
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な

い
」
、
ま
た
「
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
」
た
め
に
、
私
た
ち
は
こ
こ

に
決
意
を
新
た
に
し
て
、
次
の
こ

と
を
誓
い
ま
す
。

一
　
私
た
ち
は
、
交
通
安
全
を

自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
と

ら
え
、「
交
通
ル
ー
ル
」
を
守

り
、「
交
通
マ
ナ
ー
」の
向
上
に

努
め
ま
す
。

一
　
私
た
ち
は
、
車
に
乗
る
と

き
は
、
必
ず
全
て
の
座
席
で

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る

と
と
も
に
、飲
酒
運
転
や
危
険

運
転
な
ど
は
絶
対
に
行
い
ま

せ
ん
。

一
　
私
た
ち
は
、
子
ど
も
や
高

齢
者
、体
に
障
が
い
の
あ
る
人

な
ど
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

た
め
、思
い
や
り
と
優
し
さ
を

持
っ
て
行
動
し
ま
す
。

一
　
私
た
ち
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
、横
断
歩
道
は
歩
行
者

優
先
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、

横
断
歩
道
に
関
す
る
交
通

ル
ー
ル
を
遵
守
し
ま
す
。

一
　
私
た
ち
は
、
自
転
車
に
乗

る
時
は
、必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
り
ま
す
。

一
　
私
た
ち
は
、
交
通
安
全
の

輪
を
広
げ
、安
全
で
快
適
な
交

通
社
会
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

以
上
宣
言
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
永
　
琉
誠

　謝
辞

　
本
日
は
、
今
も
な
お
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
振

る
う
中
、
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
式

典
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、
新
成

人
を
代
表
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
成
人
式

を
無
事
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
地
域
の
方
々
、
先
生
、
そ
し
て

家
族
、
大
切
な
友
人
が
い
て
く
れ

た
お
か
げ
で
も
あ
り
ま
す
。
改
め

て
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
日
は
成
人
式
と
い
う
人
生
の

節
目
の
日
に
、
多
く
の
方
々
と
再

会
で
き
た
こ
と
を
心
よ
り
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
中
学
を
卒
業
し

て
5
年
、
私
ど
も
の
中
に
は
、
す

で
に
社
会
に
出
て
働
い
て
い
る

者
、
大
学
・
専
門
学
校
で
学
業
を

継
続
し
て
い
る
者
が
多
く
い
ま

す
。
そ
の
生
活
の
中
で
、
失
敗
や

困
難
な
事
が
こ
れ
か
ら
先
必
ず
起

こ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
そ
の
よ

う
な
時
に
、
あ
る
言
葉
を
大
切
に

し
て
、
乗
り
越
え
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
そ
の
言
葉
は
、
格
闘
家

の
那
須
川
天
心
選
手
が
言
っ
た

「
き
つ
い
、
辛
い
こ
と
が
あ
る
俺

の
人
生
楽
し
い
」
と
い
う
言
葉
で

す
。
誰
か
の
言
葉
や
、
誰
か
の

歌
、
ま
た
は
自
分
の
近
く
に
い
る

友
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
困

難
な
事
が
起
き
た
ら
そ
の
時
助
け

て
く
れ
る
一
手
に
な
る
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
常
に
変
化

す
る
社
会
の
中
で
生
き
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
S
N
S
が

中
心
と
な
っ
た
こ
の
時
代
で
も
、

自
分
の
芯
を
し
っ
か
り
持
ち
、
誰

か
を
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
誰

か
の
為
に
何
か
を
や
る
、
貢
献
す

る
行
動
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
二
十
年
間
私
た
ち
を

見
守
り
、
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
こ

の
錦
町
に
感
謝
す
る
事
を
忘
れ

ず
、
こ
れ
か
ら
先
も
変
わ
ら
ず
あ

る
錦
町
は
「
私
た
ち
の
故
郷
」
と

い
う
こ
と
を
心
に
留
め
て
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
い
き
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
の
私
た
ち

で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
今
後
と
も

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
森
本

町
長
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
来
賓

の
皆
様
か
ら
賜
り
ま
し
た
温
か
い

励
ま
し
と
お
祝
い
の
言
葉
を
胸
に

刻
み
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
の
錦
町
の
発
展
と
皆
様
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
新
成
人
代
表
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
大
樹
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第 70回球磨一周市町村対抗熊日駅伝大会

次
回
は

　目
指
せ
優
勝
！

力走した選手と関係者 賞状を受け取る桒原監督（左）

５区～６区　倉本選手から有田選手へ（Ａ） ７区　久間選手（Ａ）

２区　澁谷選手（Ｂ）

８区　岡﨑選手（Ａ）

４区　有馬選手（Ｂ）

錦
町
Ａ
チ
ー
ム

監
督
　
桒
原
　
道
德

１
区
　
福
田
　
哲
哉

２
区
　
久
間
　
萌
湖

３
区
　
豊
永
　
大
成

４
区
　
菱
刈
　
大
貴

５
区
　
倉
本
　
謙
志

６
区
　
有
田
　
和
輝

７
区
　
久
間
　
章
弘

８
区
　
岡
﨑
　
滉
大

補
員
 

愛
甲
　
健
二

桒
原
　
道
徳

日
當
　
健
二

ケ
ネ
ッ
ト
・
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
マ
ー
カ
ス

有
馬
　
　
楓

錦
町
Ｂ
チ
ー
ム

監
督
　
吉
田
　
誠
二

１
区
　
山
口
　
瑛
羅

２
区
　
澁
谷
　
唯
南

３
区
　
水
口
　
大
基

４
区
　
有
馬
　
　
聖

５
区
　
早
田
　
　
勝

６
区
　
岡
﨑
　
致
大

７
区
　
吉
田
　
誠
二

８
区
　
立
村
　
一
晃

補
員
 

日
當
　
康
生

福
永
　
大
漣

中
村
　
心
人

上
淵
　
心
琴

木
下
　
　
心

【
区
間
賞
】

７
区
　
久
間
　
章
弘
（
A
）

【
全
成
績
】 

１
　
人
吉
市
Ａ

２
　
錦
町
Ａ

３
　
人
吉
市
Ｂ

４
　
水
上
村
Ａ

５
　
あ
さ
ぎ
り
町
Ａ

６
　
多
良
木
町
Ａ

７
　
湯
前
町
Ａ

８
　
錦
町
Ｂ

９
　
水
上
村
Ｂ

10
　
球
磨
村

11
　
相
良
村

12
　
人
吉
市
Ｃ

13
　
あ
さ
ぎ
り
町
Ｂ

14
　
山
江
村
Ａ

15
　
あ
さ
ぎ
り
町
C

16
　
湯
前
町
Ｂ

17
　
多
良
木
町
Ｂ

18
　
五
木
村

19
　
多
良
木
町
Ｃ

　
12
月
18
日
、
第
70
回
球
磨
一
周
市
町
村
対
抗
熊
日
駅
伝

大
会
が
、
岩
野
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
全

８
区
間
52
．42
㎞
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
10
時
の
号
砲
で
錦
町
の
２
チ
ー
ム
を
含
め
た
全
19

チ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
。
本
町
は
、
各
区
の
選
手
が
区
間
上

位
の
走
り
を
見
せ
、
優
勝
争
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
Ａ

チ
ー
ム
は
２
時
間
55
分
10
秒
の
２
位
、
Ｂ
チ
ー
ム
は
３
時

間
10
分
38
秒
の
８
位
。
惜
し
く
も
優
勝
は
逃
し
ま
し
た

が
、
見
事
な
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

雪が降る中
　　　優勝を目指し激走
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令和４年度子ども議会　開会（錦中学校） 議
長
　西
　
　翔
永
（
右
）

　
　
　和
田
　凜
彩
（
左
）

　12月16日、令和4年度子ども議会が役場議場で開かれました。
　この取組は、次世代を担う子どもたちに「子ども議会」を通し
て、議会の仕組みと、町の将来を考えてもらうことを目的に行っ
ています。今年度は、錦中学校の３年生から議長２人、議員9人の
計11人が出席。
　質問の一部を紹介します。（敬称略）

【
部
活
動
の
社
会
体
育
移
行
に

つ
い
て
】

Ｑ
競
技
の
種
類
や
施
設
整
備
の
問
題
、

そ
し
て
、
指
導
者
の
確
保
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

か
。

Ａ
錦
町
と
し
て
は
、
現
在
は
何
も
決
定

し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
年
度
中
に
協

議
検
討
す
る
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、

方
針
を
決
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
担
当
部
局
と
し
て

も
ど
の
よ
う
な
競
技
が
社
会
体
育
に
移

行
で
き
る
の
か
、
指
導
者
は
い
る
の

か
、
施
設
は
足
り
る
の
か
な
ど
検
討
す

る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
し
っ

か
り
協
議
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も

学
校
教
育
活
動
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
同

様
に
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
み
心
身
と
も

に
健
康
で
楽
し
い
学
校
生
活
が
送
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

【
超
高
齢
社
会
へ
の
対
策
に
つ

い
て
】

Ｑ
高
齢
者
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
町
づ

く
り
の
た
め
、
私
た
ち
若
者
と
高
齢
者

が
触
れ
あ
い
、
楽
し
め
る
機
会
と
し
て

「
高
齢
者
を
労
わ
ろ
う
会
」
の
開
催
は

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

・「
錦
町
高
齢
者
を
労
わ
る
日
」
の
設

　
置

・
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
勤
労
者
体
育
セ

　
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
の

　
実
施

Ａ
「
敬
老
の
日
」
を
「
錦
町
高
齢
者
を

労
わ
る
日
」
と
し
て
設
定
し
、
町
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を
利
用
し
て
の
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
す
る
と
な
る
と
、
町
民
の
理

解
を
得
た
う
え
で
、
い
か
に
幅
広
く
取

り
組
め
る
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
内
容
な
ど
を

含
め
て
、
研
究
の
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
錦

町
の
各
行
政
区
で
は
、
９
月
の
「
敬
老

の
日
」
前
後
に
「
敬
老
会
」
が
開
催
さ

れ
て
い
る
の
は
、
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
各
地
区
の
公
民
館
な
ど
に
高
齢
者

を
招
待
し
て
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た

り
、
美
味
し
い
物
を
食
べ
た
り
、
歌
を

歌
っ
た
り
な
ど
し
て
高
齢
者
の
方
に
敬

意
を
表
し
、
健
康
と
長
寿
の
お
祝
い
を

目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
新
た
に

「
敬
老
の
日
」
を
「
錦
町
高
齢
者
を
労

わ
る
日
」
と
し
て
設
定
し
な
く
て
も
、

各
行
政
区
で
開
催
さ
れ
る
「
敬
老
会
」

に
園
児
を
は
じ
め
、
小
学
生
、
中
学
生

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
高

齢
者
と
触
れ
合
う
機
会
を
つ
く
る
こ
と

で
「
高
齢
者
を
労
わ
ろ
う
会
」
の
目
的

が
達
成
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
各
行
政
区
の
「
敬
老
会
」
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
、
高
齢
者
の
方

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
皆
さ
ん
の
高
齢
者
に
対
す
る

優
し
さ
も
伝
わ
る
と
思
い
ま
す
し
、

き
っ
と
高
齢
者
の
方
も
喜
ば
れ
る
と
思

い
ま
す
。

【
錦
町
の
「
空
き
家
問
題
」
に

つ
い
て
】

Ｑ
空
き
家
問
題
は
、
全
国
で
増
加
し
て

い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
空
家
法
第

14
条
に
よ
る
錦
町
の
空
き
家
の
所
有
者

に
対
す
る
指
導
助
言
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
錦
町
で
は
国
の
空
き
家
計
画
の
基
本

方
針
に
沿
っ
た
「
錦
町
空
家
等
対
策
計

画
」
を
平
成
28
年
９
月
に
策
定
し
ま
し

た
。

　
空
家
特
措
法
第
14
条
に
つ
い
て
は
、

放
置
す
れ
ば
倒
壊
の
危
険
や
衛
生
上
有

害
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
「
特
定
空
家

等
」
の
所
有
者
に
対
し
て
指
導
・
助
言

で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
物
件
は
今
の
と

こ
ろ
な
い
も
の
の
、
周
辺
住
民
の
方
か

ら
情
報
提
供
が
あ
っ
た
場
合
に
は
必
要

な
措
置
を
行
う
よ
う
所
有
者
に
お
伝
え

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
錦
町
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業

に
つ
い
て
】

　Ｑ
高
齢
者
が
安
心
し
て
運
転
免
許
の
自

主
返
納
が
で
き
、
さ
ら
に
安
全
な
移
動

手
段
の
確
保
の
た
め
、
乗
合
タ
ク
シ
ー

事
業
の
充
実
を
求
め
ま
す
。
現
在
の
乗

合
タ
ク
シ
ー
事
業
の
利
用
状
況
は
、
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業
は
、
公
共
交
通

機
関
の
空
白
地
域
を
補
う
た
め
、ま
た
、

高
齢
者
の
方
や
運
転
免
許
を
お
持
ち
で

な
い
方
な
ど
の
交
通
手
段
を
確
保
す
る

た
め
、
平
成
21
年
10
月
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。事
業
を
進
め
る
中
で
、利
用
者
か

ら
の
ご
意
見
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
考
に

料
金
や
利
用
方
法
な
ど
見
直
し
、
利
用

者
数
も
順
調
に
増
え
て
い
ま
す
。今
後

も
、
町
民
の
方
々
か
ら
の
ご
意
見
・
ご

要
望
を
踏
ま
え
、
よ
り
良
い
事
業
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
錦
町
の
ご
み
問
題
に
つ
い
て
】

Ｑ
学
校
の
登
下
校
や
普
段
の
生
活
の
中

で
、
道
路
や
溝
、
河
川
敷
な
ど
に
た
く

さ
ん
の
ご
み
が
捨
て
ら
れ
、
悲
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。
現
在
の
ご
み
処
理

の
現
状
に
つ
い
て
、
処
理
量
、
費
用
は

ど
の
程
度
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
錦
町
の
ご
み
処
理
量
は
、
令
和
３
年

度
で
２
，
６
４
８
ｔ
と
な
っ
て
お
り
、

前
年
度
よ
り
１
％
増
と
な
っ
て
お
り
微

増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
世
帯
数
は
、

３
，
９
１
４
世
帯
で
あ
り
、
１
世
帯
当

た
り
６
７
７
㎏
で
す
。
１
月
当
た
り
に

56
㎏
の
ご
み
が
出
さ
れ
て
い
る
状
況
で

す
。
ご
み
処
理
費
は
、
年
間
１
億
７
，

４
０
０
万
円
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。
人
口
１
０
，
２
７
８
人
で
計
算
し

ま
す
と
、
１
人
当
た
り
年
間
１
７
，
０

０
０
円
の
費
用
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

１
月
当
た
り
１
，
４
０
０
円
で
す
。
ご

み
処
理
は
、
球
磨
郡
、
人
吉
の
10
の
市

町
村
で
共
同
処
理
を
し
て
い
ま
す
。   

　
毎
月
の
広
報
誌
で
ご
み
の
減
量
に
協

力
を
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
を
し
て

い
ま
す
。

【
錦
町
の
公
園
整
備
に
つ
い
て
】

Ｑ
町
内
各
校
区
に
公
園
が
整
備
さ
れ
て

い
る
が
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
競
技
を
楽

し
め
る
施
設
が
少
な
い
た
め
、
く
ら
ん

ど
公
園
に
気
軽
に
楽
し
め
る
バ
ス
ケ
ッ

ト
や
サ
ッ
カ
ー
の
ゴ
ー
ル
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
な
ど
の
整
備
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

Ａ
く
ら
ん
ど
公
園
は
お
子
様
連
れ
の
利

用
者
、
あ
る
い
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
楽
し
ま
れ
る
方
、
草
ス
キ
ー
や
遊
具

を
楽
し
ま
れ
る
方
、
大
規
模
な
イ
ベ
ン

ト
開
催
の
場
と
い
う
よ
う
に
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
公

園
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
現
状
の
く

ら
ん
ど
公
園
を
維
持
し
な
が
ら
、
利
用

者
の
皆
様
に
満
足
い
た
だ
け
る
魅
力
あ

る
公
園
と
し
て
必
要
な
整
備
を
進
め
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
野
良
猫
や
有
害
な
鳥
獣
の
保

護
に
つ
い
て
】

Ｑ
町
内
に
野
良
猫
が
多
く
見
ら
れ
、
時

に
は
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
や
タ
ヌ
キ
も

目
撃
し
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
鳥
獣
に
よ

る
農
作
物
へ
の
被
害
が
あ
る
と
も
聞
き

ま
す
。
野
良
猫
の
生
息
状
況
や
有
害
な

鳥
獣
と
の
共
存
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え

で
し
ょ
う
か
。

Ａ
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
鳥
獣

と
の
共
存
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

は
じ
め
に
、
こ
れ
ら
の
野
生
動
物
に
は

罪
の
意
識
な
ど
無
く
、
た
だ
食
べ
て
生

き
よ
う
と
す
る
行
為
が
人
間
に
と
っ
て

都
合
が
悪
い
の
で
害
獣
と
か
有
害
鳥
獣

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
人
間
の
生
活

圏
が
広
が
り
、
山
林
開
発
な
ど
で
エ
サ

と
な
る
植
物
が
山
に
無
く
な
り
、
結

果
、
人
の
生
活
圏
に
入
っ
て
き
て
、
農

作
物
な
ど
へ
の
被
害
が
起
き
て
い
る
状

況
と
い
う
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
錦
町
で
は
野
良
猫
の
個
数
な

ど
の
生
息
状
況
は
、
把
握
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

　
苦
情
は
、
年
間
60
件
程
度
、
糞
尿
に

関
す
る
も
の
、
自
動
車
へ
の
傷
つ
け
や

健
康
被
害
に
関
す
る
も
の
で
す
。
猫
ア

レ
ル
ギ
ー
の
方
で
喘
息
の
発
作
が
起
き

る
方
は
、
自
力
で
猫
と
距
離
を
と
る
方

法
が
あ
り
ま
す
。
現
状
は
、
被
害
を
与

え
る
猫
で
あ
っ
て
も
法
律
で
守
っ
て
い

る
状
況
で
す
の
で
、
野
良
猫
の
捕
獲
は

で
き
な
い
状
況
で
す
。
そ
こ
で
、
熊
本

県
で
は
、
人
と
動
物
が
共
生
す
る
熊
本

の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
地
域
環
境
の

改
善
・
飼
い
主
の
い
な
い
猫
問
題
へ
の

対
策
と
し
て
「
地
域
猫
活
動
」
を
推
進

さ
れ
、
去
勢
、
避
妊
手
術
の
補
助
も
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
た
く
さ
ん
の
方
の
意
見
を
聞

い
て
ル
ー
ル
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
を
注

意
深
く
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
錦
町
の
外
灯
に
つ
い
て
】

Ｑ
町
内
に
は
国
道
沿
い
以
外
の
道
路
に

外
灯
が
少
な
く
、
大
変
危
険
で
あ
り
、

恐
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。
国
道
沿
い

以
外
で
道
路
に
外
灯
が
設
置
さ
れ
て
い

な
い
地
域
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
付
き
外

灯
を
設
置
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

太
陽
光
を
利
用
し
て
の
エ
コ
電
力
で
あ

り
、
電
柱
電
線
の
設
置
も
必
要
な
い
た

め
、
コ
ス
ト
面
も
大
幅
に
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
町
内
に
は
26
の
行
政
区
が
あ
り
ま
す

が
、
各
行
政
区
の
区
長
さ
ん
を
通
じ

て
、
外
灯
を
設
置
し
て
ほ
し
い
旨
の
要

望
書
が
町
の
方
に
多
く
提
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま
す
と
、

要
望
箇
所
周
辺
の
外
灯
や
通
学
路
な
ど

の
状
況
を
調
査
し
、
必
要
と
判
断
し
た

場
合
は
町
で
設
置
し
て
い
ま
す
。
毎
年

10
基
以
上
設
置
し
、
今
年
度
も
13
基
新

設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
町

で
設
置
し
た
外
灯
も
、
年
数
が
経
過
し

た
り
時
に
は
雷
に
よ
り
故
障
す
る
外
灯

も
多
く
、
そ
れ
ら
の
修
繕
・
取
替
も
年

間
50
基
以
上
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
暗
く
危
険
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、

解
消
を
進
め
ま
す
。

　
現
在
は
、
外
灯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
低

額
で
簡
易
に
早
く
設
置
が
で
き
る
た

め
、
既
設
の
電
柱
に
付
け
る
タ
イ
プ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
質
問
議
員
が

言
わ
れ
る
よ
う
に
電
力
供
給
が
困
難
な

場
所
や
想
定
以
上
の
経
費
が
か
か
る
場

合
な
ど
は
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
付
き
外

灯
が
適
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
今
後
は
、
設
置
場
所
の
状
況
に

応
じ
て
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
付
き
外
灯

も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
錦
町
の
子
育
て
支
援
対
策
に

つ
い
て
】

Ｑ
少
子
化
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
中

で
最
も
重
要
な
課
題
と
思
わ
れ
ま
す
。

家
族
を
持
っ
て
、
子
育
て
を
大
切
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
中
、
経
済
的
な
理

由
で
出
産
や
子
育
て
を
諦
め
る
人
た
ち

も
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
錦
町
で

は
、
出
産
や
子
育
て
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
か
。

　
ま
た
、
経
済
的
な
支
援
と
な
る
対
策

が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
錦
町
の
少
子
化
対
策
と
し
て
、
結
婚

相
談
事
業
で
婚
活
イ
ベ
ン
ト
や
お
見
合

い
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
生
活
を
始
め
ら
れ
た
夫
婦

世
帯
に
は
、
引
っ
越
し
費
用
、
家
賃
１

月
分
、
敷
金
、
不
動
産
業
者
へ
の
仲
介

手
数
料
や
住
宅
購
入
費
の
補
助
金
と
し

て
、
条
件
は
あ
り
ま
す
が
、
最
大
60
万

円
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
出
産
時
に
は
子
宝
祝
金

と
し
て
、
第
１
子
15
万
円
、
第
２
子
20

万
円
、
第
３
子
以
降
25
万
円
を
給
付
し

て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の

交
流
の
場
で
あ
る
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
。
保
育
園
、
こ
ど
も
園
で

の
給
食
費
を
無
料
化
。
ま
た
、
18
歳
ま

で
の
子
ど
も
医
療
費
を
助
成
し
て
、
個

人
負
担
が
な
く
子
育
て
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
10
月
か
ら

令
和
５
年
３
月
ま
で
は
、
小
中
学
校
の

給
食
費
も
無
料
化
し
て
、
保
護
者
の
方

の
負
担
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

１番　深水　一翔２番　松山　愛

６番　水野　綾乃

７番　瀬尾　凛太

８番　森川　和虎

９番　津留　颯人

３番　久保山 大夢

４番　川越　裕泰５番　鍬本　真白
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令和４年度子ども議会　開会（錦中学校） 議
長
　西
　
　翔
永
（
右
）

　
　
　和
田
　凜
彩
（
左
）

　12月16日、令和4年度子ども議会が役場議場で開かれました。
　この取組は、次世代を担う子どもたちに「子ども議会」を通し
て、議会の仕組みと、町の将来を考えてもらうことを目的に行っ
ています。今年度は、錦中学校の３年生から議長２人、議員9人の
計11人が出席。
　質問の一部を紹介します。（敬称略）

【
部
活
動
の
社
会
体
育
移
行
に

つ
い
て
】

Ｑ
競
技
の
種
類
や
施
設
整
備
の
問
題
、

そ
し
て
、
指
導
者
の
確
保
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

か
。

Ａ
錦
町
と
し
て
は
、
現
在
は
何
も
決
定

し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
年
度
中
に
協

議
検
討
す
る
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、

方
針
を
決
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
担
当
部
局
と
し
て

も
ど
の
よ
う
な
競
技
が
社
会
体
育
に
移

行
で
き
る
の
か
、
指
導
者
は
い
る
の

か
、
施
設
は
足
り
る
の
か
な
ど
検
討
す

る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
し
っ

か
り
協
議
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も

学
校
教
育
活
動
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
同

様
に
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
み
心
身
と
も

に
健
康
で
楽
し
い
学
校
生
活
が
送
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

【
超
高
齢
社
会
へ
の
対
策
に
つ

い
て
】

Ｑ
高
齢
者
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
町
づ

く
り
の
た
め
、
私
た
ち
若
者
と
高
齢
者

が
触
れ
あ
い
、
楽
し
め
る
機
会
と
し
て

「
高
齢
者
を
労
わ
ろ
う
会
」
の
開
催
は

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

・「
錦
町
高
齢
者
を
労
わ
る
日
」
の
設

　
置

・
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
勤
労
者
体
育
セ

　
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
の

　
実
施

Ａ
「
敬
老
の
日
」
を
「
錦
町
高
齢
者
を

労
わ
る
日
」
と
し
て
設
定
し
、
町
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を
利
用
し
て
の
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
す
る
と
な
る
と
、
町
民
の
理

解
を
得
た
う
え
で
、
い
か
に
幅
広
く
取

り
組
め
る
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
内
容
な
ど
を

含
め
て
、
研
究
の
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
錦

町
の
各
行
政
区
で
は
、
９
月
の
「
敬
老

の
日
」
前
後
に
「
敬
老
会
」
が
開
催
さ

れ
て
い
る
の
は
、
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
各
地
区
の
公
民
館
な
ど
に
高
齢
者

を
招
待
し
て
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た

り
、
美
味
し
い
物
を
食
べ
た
り
、
歌
を

歌
っ
た
り
な
ど
し
て
高
齢
者
の
方
に
敬

意
を
表
し
、
健
康
と
長
寿
の
お
祝
い
を

目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
新
た
に

「
敬
老
の
日
」
を
「
錦
町
高
齢
者
を
労

わ
る
日
」
と
し
て
設
定
し
な
く
て
も
、

各
行
政
区
で
開
催
さ
れ
る
「
敬
老
会
」

に
園
児
を
は
じ
め
、
小
学
生
、
中
学
生

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
高

齢
者
と
触
れ
合
う
機
会
を
つ
く
る
こ
と

で
「
高
齢
者
を
労
わ
ろ
う
会
」
の
目
的

が
達
成
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
各
行
政
区
の
「
敬
老
会
」
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
、
高
齢
者
の
方

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
皆
さ
ん
の
高
齢
者
に
対
す
る

優
し
さ
も
伝
わ
る
と
思
い
ま
す
し
、

き
っ
と
高
齢
者
の
方
も
喜
ば
れ
る
と
思

い
ま
す
。

【
錦
町
の
「
空
き
家
問
題
」
に

つ
い
て
】

Ｑ
空
き
家
問
題
は
、
全
国
で
増
加
し
て

い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
空
家
法
第

14
条
に
よ
る
錦
町
の
空
き
家
の
所
有
者

に
対
す
る
指
導
助
言
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
錦
町
で
は
国
の
空
き
家
計
画
の
基
本

方
針
に
沿
っ
た
「
錦
町
空
家
等
対
策
計

画
」
を
平
成
28
年
９
月
に
策
定
し
ま
し

た
。

　
空
家
特
措
法
第
14
条
に
つ
い
て
は
、

放
置
す
れ
ば
倒
壊
の
危
険
や
衛
生
上
有

害
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
「
特
定
空
家

等
」
の
所
有
者
に
対
し
て
指
導
・
助
言

で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
物
件
は
今
の
と

こ
ろ
な
い
も
の
の
、
周
辺
住
民
の
方
か

ら
情
報
提
供
が
あ
っ
た
場
合
に
は
必
要

な
措
置
を
行
う
よ
う
所
有
者
に
お
伝
え

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
錦
町
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業

に
つ
い
て
】

　Ｑ
高
齢
者
が
安
心
し
て
運
転
免
許
の
自

主
返
納
が
で
き
、
さ
ら
に
安
全
な
移
動

手
段
の
確
保
の
た
め
、
乗
合
タ
ク
シ
ー

事
業
の
充
実
を
求
め
ま
す
。
現
在
の
乗

合
タ
ク
シ
ー
事
業
の
利
用
状
況
は
、
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業
は
、
公
共
交
通

機
関
の
空
白
地
域
を
補
う
た
め
、ま
た
、

高
齢
者
の
方
や
運
転
免
許
を
お
持
ち
で

な
い
方
な
ど
の
交
通
手
段
を
確
保
す
る

た
め
、
平
成
21
年
10
月
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。事
業
を
進
め
る
中
で
、利
用
者
か

ら
の
ご
意
見
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
考
に

料
金
や
利
用
方
法
な
ど
見
直
し
、
利
用

者
数
も
順
調
に
増
え
て
い
ま
す
。今
後

も
、
町
民
の
方
々
か
ら
の
ご
意
見
・
ご

要
望
を
踏
ま
え
、
よ
り
良
い
事
業
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
錦
町
の
ご
み
問
題
に
つ
い
て
】

Ｑ
学
校
の
登
下
校
や
普
段
の
生
活
の
中

で
、
道
路
や
溝
、
河
川
敷
な
ど
に
た
く

さ
ん
の
ご
み
が
捨
て
ら
れ
、
悲
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。
現
在
の
ご
み
処
理

の
現
状
に
つ
い
て
、
処
理
量
、
費
用
は

ど
の
程
度
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
錦
町
の
ご
み
処
理
量
は
、
令
和
３
年

度
で
２
，
６
４
８
ｔ
と
な
っ
て
お
り
、

前
年
度
よ
り
１
％
増
と
な
っ
て
お
り
微

増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
世
帯
数
は
、

３
，
９
１
４
世
帯
で
あ
り
、
１
世
帯
当

た
り
６
７
７
㎏
で
す
。
１
月
当
た
り
に

56
㎏
の
ご
み
が
出
さ
れ
て
い
る
状
況
で

す
。
ご
み
処
理
費
は
、
年
間
１
億
７
，

４
０
０
万
円
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。
人
口
１
０
，
２
７
８
人
で
計
算
し

ま
す
と
、
１
人
当
た
り
年
間
１
７
，
０

０
０
円
の
費
用
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

１
月
当
た
り
１
，
４
０
０
円
で
す
。
ご

み
処
理
は
、
球
磨
郡
、
人
吉
の
10
の
市

町
村
で
共
同
処
理
を
し
て
い
ま
す
。   

　
毎
月
の
広
報
誌
で
ご
み
の
減
量
に
協

力
を
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
を
し
て

い
ま
す
。

【
錦
町
の
公
園
整
備
に
つ
い
て
】

Ｑ
町
内
各
校
区
に
公
園
が
整
備
さ
れ
て

い
る
が
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
競
技
を
楽

し
め
る
施
設
が
少
な
い
た
め
、
く
ら
ん

ど
公
園
に
気
軽
に
楽
し
め
る
バ
ス
ケ
ッ

ト
や
サ
ッ
カ
ー
の
ゴ
ー
ル
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
な
ど
の
整
備
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

Ａ
く
ら
ん
ど
公
園
は
お
子
様
連
れ
の
利

用
者
、
あ
る
い
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
楽
し
ま
れ
る
方
、
草
ス
キ
ー
や
遊
具

を
楽
し
ま
れ
る
方
、
大
規
模
な
イ
ベ
ン

ト
開
催
の
場
と
い
う
よ
う
に
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
公

園
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
現
状
の
く

ら
ん
ど
公
園
を
維
持
し
な
が
ら
、
利
用

者
の
皆
様
に
満
足
い
た
だ
け
る
魅
力
あ

る
公
園
と
し
て
必
要
な
整
備
を
進
め
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
野
良
猫
や
有
害
な
鳥
獣
の
保

護
に
つ
い
て
】

Ｑ
町
内
に
野
良
猫
が
多
く
見
ら
れ
、
時

に
は
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
や
タ
ヌ
キ
も

目
撃
し
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
鳥
獣
に
よ

る
農
作
物
へ
の
被
害
が
あ
る
と
も
聞
き

ま
す
。
野
良
猫
の
生
息
状
況
や
有
害
な

鳥
獣
と
の
共
存
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え

で
し
ょ
う
か
。

Ａ
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
鳥
獣

と
の
共
存
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

は
じ
め
に
、
こ
れ
ら
の
野
生
動
物
に
は

罪
の
意
識
な
ど
無
く
、
た
だ
食
べ
て
生

き
よ
う
と
す
る
行
為
が
人
間
に
と
っ
て

都
合
が
悪
い
の
で
害
獣
と
か
有
害
鳥
獣

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
人
間
の
生
活

圏
が
広
が
り
、
山
林
開
発
な
ど
で
エ
サ

と
な
る
植
物
が
山
に
無
く
な
り
、
結

果
、
人
の
生
活
圏
に
入
っ
て
き
て
、
農

作
物
な
ど
へ
の
被
害
が
起
き
て
い
る
状

況
と
い
う
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
錦
町
で
は
野
良
猫
の
個
数
な

ど
の
生
息
状
況
は
、
把
握
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

　
苦
情
は
、
年
間
60
件
程
度
、
糞
尿
に

関
す
る
も
の
、
自
動
車
へ
の
傷
つ
け
や

健
康
被
害
に
関
す
る
も
の
で
す
。
猫
ア

レ
ル
ギ
ー
の
方
で
喘
息
の
発
作
が
起
き

る
方
は
、
自
力
で
猫
と
距
離
を
と
る
方

法
が
あ
り
ま
す
。
現
状
は
、
被
害
を
与

え
る
猫
で
あ
っ
て
も
法
律
で
守
っ
て
い

る
状
況
で
す
の
で
、
野
良
猫
の
捕
獲
は

で
き
な
い
状
況
で
す
。
そ
こ
で
、
熊
本

県
で
は
、
人
と
動
物
が
共
生
す
る
熊
本

の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
地
域
環
境
の

改
善
・
飼
い
主
の
い
な
い
猫
問
題
へ
の

対
策
と
し
て
「
地
域
猫
活
動
」
を
推
進

さ
れ
、
去
勢
、
避
妊
手
術
の
補
助
も
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
た
く
さ
ん
の
方
の
意
見
を
聞

い
て
ル
ー
ル
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
を
注

意
深
く
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
錦
町
の
外
灯
に
つ
い
て
】

Ｑ
町
内
に
は
国
道
沿
い
以
外
の
道
路
に

外
灯
が
少
な
く
、
大
変
危
険
で
あ
り
、

恐
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。
国
道
沿
い

以
外
で
道
路
に
外
灯
が
設
置
さ
れ
て
い

な
い
地
域
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
付
き
外

灯
を
設
置
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

太
陽
光
を
利
用
し
て
の
エ
コ
電
力
で
あ

り
、
電
柱
電
線
の
設
置
も
必
要
な
い
た

め
、
コ
ス
ト
面
も
大
幅
に
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
町
内
に
は
26
の
行
政
区
が
あ
り
ま
す

が
、
各
行
政
区
の
区
長
さ
ん
を
通
じ

て
、
外
灯
を
設
置
し
て
ほ
し
い
旨
の
要

望
書
が
町
の
方
に
多
く
提
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま
す
と
、

要
望
箇
所
周
辺
の
外
灯
や
通
学
路
な
ど

の
状
況
を
調
査
し
、
必
要
と
判
断
し
た

場
合
は
町
で
設
置
し
て
い
ま
す
。
毎
年

10
基
以
上
設
置
し
、
今
年
度
も
13
基
新

設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
町

で
設
置
し
た
外
灯
も
、
年
数
が
経
過
し

た
り
時
に
は
雷
に
よ
り
故
障
す
る
外
灯

も
多
く
、
そ
れ
ら
の
修
繕
・
取
替
も
年

間
50
基
以
上
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
暗
く
危
険
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、

解
消
を
進
め
ま
す
。

　
現
在
は
、
外
灯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
低

額
で
簡
易
に
早
く
設
置
が
で
き
る
た

め
、
既
設
の
電
柱
に
付
け
る
タ
イ
プ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
質
問
議
員
が

言
わ
れ
る
よ
う
に
電
力
供
給
が
困
難
な

場
所
や
想
定
以
上
の
経
費
が
か
か
る
場

合
な
ど
は
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
付
き
外

灯
が
適
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
今
後
は
、
設
置
場
所
の
状
況
に

応
じ
て
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
付
き
外
灯

も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
錦
町
の
子
育
て
支
援
対
策
に

つ
い
て
】

Ｑ
少
子
化
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
中

で
最
も
重
要
な
課
題
と
思
わ
れ
ま
す
。

家
族
を
持
っ
て
、
子
育
て
を
大
切
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
中
、
経
済
的
な
理

由
で
出
産
や
子
育
て
を
諦
め
る
人
た
ち

も
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
錦
町
で

は
、
出
産
や
子
育
て
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
か
。

　
ま
た
、
経
済
的
な
支
援
と
な
る
対
策

が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
錦
町
の
少
子
化
対
策
と
し
て
、
結
婚

相
談
事
業
で
婚
活
イ
ベ
ン
ト
や
お
見
合

い
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
生
活
を
始
め
ら
れ
た
夫
婦

世
帯
に
は
、
引
っ
越
し
費
用
、
家
賃
１

月
分
、
敷
金
、
不
動
産
業
者
へ
の
仲
介

手
数
料
や
住
宅
購
入
費
の
補
助
金
と
し

て
、
条
件
は
あ
り
ま
す
が
、
最
大
60
万

円
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
出
産
時
に
は
子
宝
祝
金

と
し
て
、
第
１
子
15
万
円
、
第
２
子
20

万
円
、
第
３
子
以
降
25
万
円
を
給
付
し

て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の

交
流
の
場
で
あ
る
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
。
保
育
園
、
こ
ど
も
園
で

の
給
食
費
を
無
料
化
。
ま
た
、
18
歳
ま

で
の
子
ど
も
医
療
費
を
助
成
し
て
、
個

人
負
担
が
な
く
子
育
て
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
10
月
か
ら

令
和
５
年
３
月
ま
で
は
、
小
中
学
校
の

給
食
費
も
無
料
化
し
て
、
保
護
者
の
方

の
負
担
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

１番　深水　一翔２番　松山　愛

６番　水野　綾乃

７番　瀬尾　凛太

８番　森川　和虎

９番　津留　颯人

３番　久保山 大夢

４番　川越　裕泰５番　鍬本　真白
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錦
町
議
会
議
員
を
３
期
12
年
務
め
た
村
松

政
信
氏
が
高
齢
者
叙
勲
（
旭
日
単
光
章
）
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。
伝
達
式
が
１
月
16
日
、

錦
町
役
場
で
行
わ
れ
森
本
町
長
か
ら
勲
記
と

勲
章
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
齢
者
叙
勲
は
、
功
労
者
に
対
し
年
齢
が

88
歳
に
達
し
た
機
会
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で

す
。

　
村
松
氏
は
、
平
成
３
年
か
ら
平
成
15
年
ま

で
の
12
年
に
わ
た
り
錦
町
議
会
議
員
を
務

め
、
そ
の
間
、
議
会
副
議
長
、
厚
生
常
任
委

員
長
な
ど
を
歴
任
し
地
方
自
治
の
発
展
へ
大

い
に
ご
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
章
さ
れ
た
村
松
氏
は
「
周
り
の
人
に
支

え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
務
め
上
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。
錦
町
に
感
謝
し
た
い
」
と
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。

講話を行う中田校長

受章された村松氏

　
12
月
22
日
、
錦
町
役
場
大
会
議
室
で
親
子

「
学
び
方
」
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
教
室
は
昨
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、

町
内
の
小
学
５
・
６
年
生
と
そ
の
保
護
者
が

対
象
。
長
年
に
わ
た
り
第
一
線
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
を
講
師
に
勉
強
す

る
際
の
ポ
イ
ン
ト
を
親
子
で
学
ん
で
い
た
だ

く
事
業
で
す
。

　
今
年
度
は
錦
中
学
校
の
中
田
忍
校
長
を
講

師
に
招
き
、
英
語
の
勉
強
法
や
小
中
で
の
英

語
の
内
容
の
違
い
な
ど
講
話
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
現
在
の
英
語
教
育

の
方
針
や
学
習
方
法
が
昔
と
違
う
こ
と
に
驚

い
た
」
や
「
苦
手
意
識
が
あ
っ
た
け
ど
、
工

夫
し
て
勉
強
す
れ
ば
楽
し
く
覚
え
ら
れ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

餅つきを行う参加者

　
12
月
10
日
、
熊
本
県
里
親
協
議
会
八
代
支

部
と
里
親
養
育
を
支
援
す
る
N
P
O
法
人
優

里
の
会
の
共
催
で
餅
つ
き
サ
ロ
ン
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
同
サ
ロ
ン
は
錦
町
農
村
婦
人
の

家
で
行
わ
れ
、
県
南
地
域
の
里
親
家
庭
や

フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
を
中
心
に
45
人
が
参

加
。
子
ど
も
た
ち
は
大
人
の
手
を
借
り
な
が

ら
つ
く
作
業
や
丸
め
る
作
業
を
行
い
、
12
㎏

の
も
ち
米
か
ら
約
６
０
０
個
の
餅
が
完
成
。

　
使
わ
れ
た
も
ち
米
は
、
県
里
親
協
議
会
会

長
の
岩
見
照
也
さ
ん
（
一
武
上
忠
ヶ
原
）
所
有

の
田
ん
ぼ
を
使
い
、
サ
ロ
ン
参
加
者
自
身
の

手
で
田
植
え
、
稲
刈
り
を
し
て
作
ら
れ
た
も

の
。
餅
つ
き
の
後
に
行
わ
れ
た
交
流
会
で
は
、

岩
見
会
長
が
「
み
ん
な
で
植
え
た
小
さ
な
苗

が
大
き
く
な
っ
て
、
餅
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
集
ま
る
機
会
も
な
か
な
か
な
い
の
で
、
交

流
を
広
げ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
。
そ
の
後
、
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
紹
介
、
参
加
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

Nishiki  Topics

旭
日
単
光
章
受
章

　村
松

　政
信
氏
（
西
下
大
鶴
）

令
和
４
年
度

親
子
「
学
び
方
」
教
室
開
催

餅
つ
き
サ
ロ
ン
で

　
　
　里
親
家
庭
交
流

町
内
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃

　

　〜
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
い
て
無
事
故
を
願
う
〜

有料広告欄

サイズ（タテ×ヨコ）は
２パターン
①60ｍｍ×80ｍｍ　
②60ｍｍ×170ｍｍ
掲載料・回数・位置など詳しくは企画観光課ま
でお問い合わせください。
　 問合せ　企画観光課　☎  3 8 - 4 419

「広報にしき」に
有料広告を掲載しませんか？

170 ㎜

60 ㎜80 ㎜
❶

❷
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ロアッソ熊本「火の国もりあげタイ！」に決定
　1月14日、熊本城ホールにおいて「ロアッソ熊本新体制発表会」が行われ、１年間を通じロ
アッソの選手（錦町担当の７人）と交流する「火の国もりあげタイ！」の自治体（４自治体）と
して、参加してきました。
　この「火の国もりあげタイ！」は、錦町担当の選手７人が来町されて、サッカーを通じて子ど
もたちと触れ合ったり、本町の特産物・観光地をＰＲしていただいたり、錦町が競技場に出向き
農産物をサポーターに販促するなどの交流をしていくものです。
　この日は、ロアッソの昨シーズンの活躍もあり子どもから大人まで、1000人ほどが来場されて
おり、活気のある発表会でありました。
　私からは、錦町の地理的な位置づけや代表
的な農産物である梨・桃が熊本県の中心産地
であること、希少植物ツクシイバラのこと、
また、旧海軍の航空基地跡である「人吉海軍
航空基地資料館（山の中の海軍の町・にしき
ひみつ基地ミュージアム）」をオープンし、
平和教育の場・観光の場として全国各地から
お越しいただいていることをＰＲしました。

町 長 の 声

錦町と本町担当のロアッソの７選手

交際費執行状況表（12 月分）
　支払日　                 件　　　　名                         　 　 金　額   　           相 手 先

町長

12月 2 日

12月 7 日

12月14日

12月14日
12月16日

ワーケーションモニターツアー参加企業へのお土産
（焼酎）
職員採用試験に伴う試験官へのお礼（焼酎：3人分）
東京熊本県人会第69回総会に伴う地域物産品寄贈
（梨：送料込）
香典　錦町山林委員（母）
全国暴力追放団体表彰祝賀会会費

9,625円

3,564円

4,800円

5,000円
8,000円

㈱MARUKU・㈱enndaruma

試験官

東京熊本県人会事務局

中村家
人吉市暴力追放協議会

お詫びと訂正

　広報にしき１月号 Ｐ16の「時計台を寄贈いただきました」の中で一部誤りがありましたのでお詫び
して訂正いたします。内容は次の通りです。

　　Ｐ16　４行目 誤　同氏が代表を務める町内企業からも令和２年と３年各年１００万円を
　  　 正　同氏が代表を務める町内企業からも令和２年～４年各年１００万円を

10広報錦  2023 年 2 月号



問合せ　　保険政策課  　☎３８‒１１１３

※納期限を過ぎると、コンビニ納付はできませんのでご注意ください！
※毎月の料金などについても、納め忘れがないようにお願いします。

２月は介護保険料（６期）の納期です！
納　期　限【２月２８日（火）】
口座振替日【２月２７日（月）】

確定申告に関するご相談は確定申告電話相談センター
　熊本国税局では、令和５年1月16日（月）から令和５年3月15日（水）までの間、所得税、消費税
及び贈与税の確定申告に関する電話相談に対応するため「確定申告電話相談センター」を開設してい
ます。
　人吉税務署に電話していただき、音声ガイダンスに従って「０」番を選択した後、ご用件をお話し
ください。相談会場や受付時間などのお問い合せについては、
専用オペレーターがお答えします。また、お問い合せの内容
によっては電話を転送し、職員などがお答えします。
　なお、おかけいただく時間帯によっては、つながりにくい
場合や少々お待ちいただく場合がありますので、あらかじめ
ご了承願います。
　また、確定申告以外の国税に関する一般的な相談は自動音
声案内の「１」番を選択していただくと、熊本国税局電話相
談センターの職員がご相談をお受けします。

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、スマートフォン又はタブレット（以下
「スマホなど」といいます。）でも所得税の確定申告書を作成することができます。
　なお、スマホなどでは、給与所得の源泉徴収票をカメラ
で読み取る機能のほか、青色決算書、収支内訳書の作成な
ど新しい機能が追加され、更に便利で簡単にスマホなどか
らe‒Taxで申告することができます。
　また、e‒Taxで申告すれば、申告書の控えはPDF形式で
スマホなどに保存することができます。
　詳しくは、国税庁ホームページ(https://www.nta.go.jp/)
をご覧いただくか、人吉税務署にお尋ねください。

いつでもどこでもスマホで申告

問合せ　　人吉税務署　　☎ ２３-２３１１ 　※自動音声案内

問合せ　　人吉税務署　　☎ ２３-２３１１ 　※自動音声案内
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令和４年分　確定申告・町県民税申告の準備をお願いします
　令和５年１月１日時点で錦町に住所が
ある方は、令和４年中（2022年中）の収
入について所得税の申告（確定申告）又
は町県民税の申告が必要となります。
　下記の日程にて申告相談会を開催しま
すので、次頁の図で申告が必要かをご確
認のうえ、ご来場ください。

　令和4年1月1日時点で錦町に住所がある方は、令和3年中（2021年中）の収入について
所得税又は町県民税の申告が必要となります。
　申告が必要な方で準備がお済でない方は、早めの準備をお願いします。
　詳しくは、広報にしき令和４年１月号又は町ホームページをご覧ください。

　受付は、当日の午前８時10分から会場内において整理券を配付し、受付簿へ連絡先などを記入いただきます。
整理券受け取り後は、相談予定時間まではご自宅や会場の外などでお待ちいただき、相談予定時刻の10分前を目
途にご来場ください。
※新型コロナウイルス感染症対策と会場の混雑解消のため、１日の申告相談件数を制限します。
　相談枠は30分単位で設定しており、件数に達した場合、開場時間内であっても受付終了となり、後日の来場を
お願いする場合がありますので、ご了承ください。

○事業所得、不動産所得、医療費控除などがある場合
　　収支内訳書（１年分の収支を項目ごとに整理されたもの）や医療費の領収書などの整理がされてい
　ない場合、申告相談を受け付けませんので、事前に整理をお願いします。
　　医療費控除を受けられる方は、領収書などを①個人ごと、②医療機関ごとに事前の仕分けをさ　
　れ、金額の計算をお願いします。

○農業所得がある場合
　　農作物などの家事消費分を含む収支の整理をされ、収支内訳書の作成をお願いします。
　　申告相談会の際は、収支内訳書の内容を確認する為、JAなどの販売先からの出荷証明書、振込の
　あった通帳や購入資材費一覧、領収書などの収入金額や支出金額が確認できる資料をお持ちください。
　　集落営農組合に加入されている方は、集落営農農業収支報告書を必ずお持ちください。

○初めて住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）を適用する場合
　　住宅ローン控除の適用を初めて受けようとする方は、税務署で所得税の確定申告をしてください。
　町の申告相談会では、受付できませんので、ご了承ください。

○青色申告の方、消費税申告の方は税務署での申告となります。

令和4年分　申告相談会　日程表
期　　間 会　　場 整理券配付場所 開場時間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

錦町役場３階会議室

錦町役場３階会議室

木上コミュニティセンター

西コミュニティセンター

※還付申告（年途中の退職・扶養
　追加・医療費控除など）の方のみ

２月15日（水）

２月16日（木）
　～24日（金）

２月27日（月）
～3月3日（金）

３月６日（月）
　～15日（水）

【午前８時10分～】
相談会場内

【午前８時10分～】
相談会場内

【午前８時10分～】
相談会場内

【午前８時10分～】
相談会場内

[申告における諸注意]

○次に該当する人は来場をお控えください。
　咳、発熱などの症状がある方や体調がすぐれない方
　過去５日以内に新型コロナウイルス感染症陽性と診断された方と濃厚接触がある方

○会場では以下の感染症対策を実施します。
　来場時に検温・手指消毒を実施します。３７．５度以上の方の来場をお断りします。
　来場の際は、必ずマスクを着用してください。マスクをお忘れの方は職員までお知らせく
ださい。
　職員はマスク・フェイスシールドなどを着用し、申告相談の対応にあたります。

[新型コロナウイルス感染症対策のお願い]

事前に申告が必要か確認をお願いします！
：はい ：いいえ※注意　この表は一般的な例を示しています。

分からない場合は税務課までお問い合わせください。

令和5年1月1日時点、住所が錦町にありましたか？ 令和5年1月1日時点の住所がある市町村へ申告が
必要かお問い合わせください

収入額が400万円を超えていますか？

次のいずれかに該当する方
○年末調整をしていない
○年末調整の内容に変更がある
○２ヵ所以上から給与の支払を受けている
○追加する控除（扶養控除や医療費控除など）がある
○給与収入が２千万円を超える

収入額が148万円を超えていますか？
（令和5年1月1日時点で65歳未満は98万円）

扶養控除や医療費控除など追加する控除がありますか？

営業・農業・不動産・雑・一時所得などがあり、所得控除
（社会保険料控除、生命保険料控除、扶養控除など）より
所得金額（収入－経費）が多いですか？

給与か公的年金以外（太陽光売電収入も対象です）に
20万円を超える所得がありますか？

非課税収入のみですか？
（遺族年金・障害年金・失業給付金など）

雑損控除の適用を受けられますか？

確定申告が必要です

確定申告が必要です

役場への申告が必要です

役場への申告が必要です

役場への申告が必要です

申告は不要です

申告は不要です

役場への申告が必要です

確定申告が必要です

確定申告が必要です

役場への申告が必要です

確定申告または役場への
申告が必要です

申告は不要です

令
和
4
年
1
月
1
日
〜
令
和
4
年
12
月
31
日
ま
で
の
収
入
状
況

年
金
収
入
の
み

給
与
収
入
の
み

収
入
な
し

そ
の
他

問合せ　　税務課　　☎ ３８－１１１４

○源泉徴収票　
○金融機関の口座が分かるもの（通帳など）
○収支内訳書（事前に作成）及び経費の明細
○身分証明書（マイナンバーカード・運転免許証など）
○令和４年中に支払った国民年金などの領収書、生命保険料控除
　証明書、地震保険料控除証明書、寄付金控除などの証明書、医
　療費控除の領収書・証明書など

申告に必要なもの
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令和４年分　確定申告・町県民税申告の準備をお願いします
　令和５年１月１日時点で錦町に住所が
ある方は、令和４年中（2022年中）の収
入について所得税の申告（確定申告）又
は町県民税の申告が必要となります。
　下記の日程にて申告相談会を開催しま
すので、次頁の図で申告が必要かをご確
認のうえ、ご来場ください。

　令和4年1月1日時点で錦町に住所がある方は、令和3年中（2021年中）の収入について
所得税又は町県民税の申告が必要となります。
　申告が必要な方で準備がお済でない方は、早めの準備をお願いします。
　詳しくは、広報にしき令和４年１月号又は町ホームページをご覧ください。

　受付は、当日の午前８時10分から会場内において整理券を配付し、受付簿へ連絡先などを記入いただきます。
整理券受け取り後は、相談予定時間まではご自宅や会場の外などでお待ちいただき、相談予定時刻の10分前を目
途にご来場ください。
※新型コロナウイルス感染症対策と会場の混雑解消のため、１日の申告相談件数を制限します。
　相談枠は30分単位で設定しており、件数に達した場合、開場時間内であっても受付終了となり、後日の来場を
お願いする場合がありますので、ご了承ください。

○事業所得、不動産所得、医療費控除などがある場合
　　収支内訳書（１年分の収支を項目ごとに整理されたもの）や医療費の領収書などの整理がされてい
　ない場合、申告相談を受け付けませんので、事前に整理をお願いします。
　　医療費控除を受けられる方は、領収書などを①個人ごと、②医療機関ごとに事前の仕分けをさ　
　れ、金額の計算をお願いします。

○農業所得がある場合
　　農作物などの家事消費分を含む収支の整理をされ、収支内訳書の作成をお願いします。
　　申告相談会の際は、収支内訳書の内容を確認する為、JAなどの販売先からの出荷証明書、振込の
　あった通帳や購入資材費一覧、領収書などの収入金額や支出金額が確認できる資料をお持ちください。
　　集落営農組合に加入されている方は、集落営農農業収支報告書を必ずお持ちください。

○初めて住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）を適用する場合
　　住宅ローン控除の適用を初めて受けようとする方は、税務署で所得税の確定申告をしてください。
　町の申告相談会では、受付できませんので、ご了承ください。

○青色申告の方、消費税申告の方は税務署での申告となります。

令和4年分　申告相談会　日程表
期　　間 会　　場 整理券配付場所 開場時間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

錦町役場３階会議室

錦町役場３階会議室

木上コミュニティセンター

西コミュニティセンター

※還付申告（年途中の退職・扶養
　追加・医療費控除など）の方のみ

２月15日（水）

２月16日（木）
　～24日（金）

２月27日（月）
～3月3日（金）

３月６日（月）
　～15日（水）

【午前８時10分～】
相談会場内

【午前８時10分～】
相談会場内

【午前８時10分～】
相談会場内

【午前８時10分～】
相談会場内

[申告における諸注意]

○次に該当する人は来場をお控えください。
　咳、発熱などの症状がある方や体調がすぐれない方
　過去５日以内に新型コロナウイルス感染症陽性と診断された方と濃厚接触がある方

○会場では以下の感染症対策を実施します。
　来場時に検温・手指消毒を実施します。３７．５度以上の方の来場をお断りします。
　来場の際は、必ずマスクを着用してください。マスクをお忘れの方は職員までお知らせく
ださい。
　職員はマスク・フェイスシールドなどを着用し、申告相談の対応にあたります。

[新型コロナウイルス感染症対策のお願い]

事前に申告が必要か確認をお願いします！
：はい ：いいえ※注意　この表は一般的な例を示しています。

分からない場合は税務課までお問い合わせください。

令和5年1月1日時点、住所が錦町にありましたか？ 令和5年1月1日時点の住所がある市町村へ申告が
必要かお問い合わせください

収入額が400万円を超えていますか？

次のいずれかに該当する方
○年末調整をしていない
○年末調整の内容に変更がある
○２ヵ所以上から給与の支払を受けている
○追加する控除（扶養控除や医療費控除など）がある
○給与収入が２千万円を超える

収入額が148万円を超えていますか？
（令和5年1月1日時点で65歳未満は98万円）

扶養控除や医療費控除など追加する控除がありますか？

営業・農業・不動産・雑・一時所得などがあり、所得控除
（社会保険料控除、生命保険料控除、扶養控除など）より
所得金額（収入－経費）が多いですか？

給与か公的年金以外（太陽光売電収入も対象です）に
20万円を超える所得がありますか？

非課税収入のみですか？
（遺族年金・障害年金・失業給付金など）

雑損控除の適用を受けられますか？

確定申告が必要です

確定申告が必要です

役場への申告が必要です

役場への申告が必要です

役場への申告が必要です

申告は不要です

申告は不要です

役場への申告が必要です

確定申告が必要です

確定申告が必要です

役場への申告が必要です

確定申告または役場への
申告が必要です

申告は不要です

令
和
4
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月
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日
〜
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和
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年
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月
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日
ま
で
の
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入
状
況

年
金
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入
の
み
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与
収
入
の
み

収
入
な
し

そ
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他

問合せ　　税務課　　☎ ３８－１１１４

○源泉徴収票　
○金融機関の口座が分かるもの（通帳など）
○収支内訳書（事前に作成）及び経費の明細
○身分証明書（マイナンバーカード・運転免許証など）
○令和４年中に支払った国民年金などの領収書、生命保険料控除
　証明書、地震保険料控除証明書、寄付金控除などの証明書、医
　療費控除の領収書・証明書など

申告に必要なもの
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　錦町では、経済的理由により就学困難な生徒・学生に対して、学資を貸与し、将来有能な人材を育てる
目的で奨学金貸与の募集を次のとおり行います。
　申込みに必要な書類などはホームページからダウンロードしていただくか、教育振興課までお越しくだ
さい。
　疑問点や質問点などございましたら、お気軽に教育振興課までお問い合わせください。
１　資　　　　格 ・・3年以上錦町に在住する者の子
２　貸付貸与者数 ・・若干名
　　　　　　　　　（※選考基準に則り、選考委員会にて貸与の可否を決定するため、誰でも貸与を受けられるわけ
　　　　　　　　　　ではありませんので、ご了承ください。）
３　申 込 期 限 ・・令和５年３月１日（水）～令和５年４月７日（金）
４　奨学金貸与金額
　　高　　校・・・・月額　２万円　　　高等専門学校・・・・月額　４万円
　　各種学校・・・・月額　４万円　　　大学（短大）・・・・月額　５万円
　　※返還期間・・・貸与年数の３倍以内の期間
５　提 出 書 類
　　①奨学生願書　　
　　②家族状況調書
　　③奨学生推薦書（学校独自の推薦書でも可）
　　④源泉徴収票の写し（確定申告書又青色申告書の写し）
　　⑤納税証明書（令和４年度分）
　　⑥合格証明書又は在学証明書の写し
６　連 帯 保 証 人・・２名（錦町在住者）

錦町奨学金貸与の申込みについて

　国民健康保険・後期高齢者医療加入者で給与などの収入があり、新型コロナウイルス感染症に感染
または発熱などの症状で感染が疑われ、療養のため労務に服することができない方を対象に傷病手当
金を支給します。

【支給対象者】
　・給与の支払いを受けている国民健康保険・後期高齢者医療の加入者の方
　・新型コロナウイルス感染症に感染し、または発熱等の症状があり感染が疑われる方で療養のため
　　労務に服することができなくなった方
　・給与の全部、または一部の支払いが受けられない方

【支給期間】
　労務に服することができなくなって３日を経過した日からその労務に服することができない期間の
うち、労務に就くことを予定していた期間

【支給額】
　直近の継続した３か月の給与収入の合計額÷就労日数×２／３×日数（支給には上限があります）

【適用期間】
　令和２年1月1日から令和５年3月31日までの間で、療養のため労務に服することができない期間の
うち、就労を予定していた期間
＊申請方法につきましては、保険政策課　保険・年金係までお問い合わせください。

傷病手当金（新型コロナウイルス感染症関連）

問合せ　　保険政策課　　☎ ３８-１１１３

問合せ　　教育振興課　　☎ ３８-４４５０
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※ごみ搬入量は可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ、有害ごみの搬入量の集計です。
※分別・収集について分からない事がある場合は住民福祉課環境係へお問い合わせください。

人吉球磨クリーンプラザごみ搬入量推移

衣類（資源物）の回収再開について
　令和２年６月より衣類（資源物）を出すのを控えて
いただくようお願いしていましたが、人吉球磨クリー
ンプラザ及び免田リサイクルステーションで回収を再
開しました。ルールに従って出していただきますよう
お願いします。
　また、錦町リサイクルステーションについては、今後
も受け入れを休止します。受け入れの再開時にはご案内
します。みなさまのご理解とご協力をお願いします。

※資源物を除く

240

220

200

180

160

140

120
10月 11月 12月

単位：トン　 令和３年度
令和４年度

220.7
231.1

208.4 203.9

230.6

210.6

ごみ搬入量について

マイナポイントの申込はお済みですか？

問合せ　　住民福祉課　　☎ ３８－１１１２

　錦町のごみ搬入量は年々増加しています。ごみ減量化のため、
プラスチック製容器包装・紙製容器包装の分別徹底と生ごみの
水切り徹底にご協力をお願いします。

　　　　マイナポイント付与の対象となるマイナンバーカードの申請期限が２月末までに
　　　　延長されました。マイナポイントの申込期限は、改めて公表されます。

　マイナポイントは、決済サービスのポイントとして付与されます。
　ポイントの受取には、マイナンバーカードを使って、スマートフォン（アプリが必要）やパソコン（カー
ドリーダーが必要）からマイナポイントの申込を行っていただく必要があります。企画観光課でもマイナポ
イント申込窓口を開設しています。
　マイナンバーカードを新しく申請された方、マイナンバーカードは作ったけれど、まだマイナポイントに
申込をされていない方はどうぞお申込ください！
　コード決済、電子マネー、クレジットカードなど対象の決済サービスからご希望のものを１つ選び、普段
のお買い物で使えるポイントをもらいましょう！

問合せ　　企画観光課　　☎ ３８－４４１９

　マイナンバーカードの申請及び受け取りは原則ご本人に来庁していただく必要がありますが、開庁時間内
（平日の午前8時30分～午後5時15分）に来庁することができない方のために、以下のとおり窓口を開設し
ます。
マイナンバーカードの申請・受け取り及び電子証明の更新を受け付けます。
○開設場所：住民福祉課（役場１階）
○開設日時：令和5年2月12日（日）午前8時30分～正午
　　　　　　令和5年2月24日（金）午後7時まで　　　　　　　　　　　　
○受け取りの際は、交付通知書（役場からのハガキ）、通知カード、本人確認書類（運転免許証など）をお持ちください。
○マイナンバーカード交付時に暗証番号の入力が必要です。事前に暗証番号を考えておいてください。
　（数字４桁の暗証番号と英数字６文字以上１６文字以下の暗証番号）
◎マイナポイントの申し込みをするためには、２月末までにマイナンバーカードの申請をしていただく必要があります。
※各種証明書発行、住民異動届、印鑑登録、パスポート申請などマイナンバーカード以外の業務はお取り扱いできません
　のでご注意ください。

マイナンバーカード休日窓口の開設及び
平日窓口時間の延長について

問合せ　　住民福祉課　　☎ ３８－１１１２
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問合せ　　錦町立人吉海軍航空基地資料館 　☎  ２８-８０８０

ひみつ基地ミュージアム通信       Vol.4 錦町所有の公用車を売却します
錦町が所有している公用車１台を売却します。

１　参加資格
　　・個人・法人・その他の団体。（他、参加資格の条件あり）

２　譲渡方法その他
　　・一般競争入札により、最低入札価格以上で最高額の入札者に譲渡いたします。（最高額の入札
　　　者が２名以上の場合は、くじ引きにより落札者を決定します）
　　・車両の名義変更手続きは落札者で行っていただきます。手続き完了を確認した後に、錦町役場
　　　の保管場所にて現状有姿で譲渡します。また、手続きに係る費用及び運搬費用などは全て落札
　　　者の負担となります。

３　入札参加申込受付期間及び入札日時
　　　（１）入札参加申込受付期間：令和５年２月６日（月）～令和５年２月17日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　午前９時～午後５時
　　　（２）入札日時：令和５年３月３日（金）午前10時

４　公用車の公開日時、公開場所及び申込先
　　・売却する公用車の公開を下記のとおり行います。確認される場合は事前に申込をお願いします。
　（１）公開日時：令和５年２月６日（月）～令和５年２月10日（金）
　　　　※午前10時～午後４時（正午から午後１時までは除く）
　（２）公開場所：錦町役場庁舎前　駐車場
　（３）申込先：錦町役場　地域整備課
　　　　※長期間使用したものを現状有姿で譲渡するため、入札希望の方は車両の事前確認を
　　　　　お願いします。

※詳しい内容につきましては、町のホームページをご覧いただくか、地域整備課までお問い合わせ
　ください。

問合せ　　地域整備課　　☎ ３８－４４１８

種類

軽トラック

初年度登録

平成17年7月

最低価格

30,000円

車検満了日

令和５年８月

名称
型式

ホンダ　アクティ
ＧＢＤ－ＨＡ７

排気量
走行距離

0.65ℓ
15万3,000km

（令和4年12月末現在）
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問合せ　　錦町立人吉海軍航空基地資料館 　☎  ２８-８０８０

ひみつ基地ミュージアム通信       Vol.4
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申 =申し込み先 問=問い合わせ先

お
知
ら
せ

申 =申し込み先 問=問い合わせ先

募

　集

人
権
擁
護
委
員
は

あ
な
た
の
相
談
相
手
で
す

 

人
権
侵
害
を
受
け
、
お
困
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さ
れ
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磨
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る
方
は
点
検
を
実

施
し
て
い
た
だ
き
、
危
険
な
場
合

は
伐
採
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

問
＝
県
道
路
保
全
課

☎
0
9
6
–
3
3
3
–
2
4
9
5

「
お
し
ご
と
出
張
相
談
会
」

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ひ
と
よ
し
サ
テ
ラ
イ
ト

　み
な
さ
ん
の
心
配
ご
と
や
不
安

に
寄
り
添
い
「
働
き
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

対
象
：
15
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
求

職
中
の
方
、
ま
た
は
そ
の
ご
家
族

の
方

日
程
：
2
月
7
日（
火
）
21
日

（
火
）

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

《
ハロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨
》

日
程
：
2
月
14
日（
火
）

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

《
あ
さ
ぎ
り
町
役
場
本
庁
舎 

中
庭

相
談
室
》

そ
の
他
：
あ
さ
ぎ
り
町
免
田
保
健

セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
会
は
、
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ
ン
チ
と
の

共
同
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
全
年

齢
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
ひ
と
よ
し
サ
テ
ラ
イ
ト
】

営
業
時
間
：
10
時
〜
17
時

定
休
日
：
金
〜
日
曜
・
祝
日

【
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ
ン

チ
】

営
業
時
間
：
10
時
〜
17
時

定
休
日
：
土
日
祝
日

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
防
止
の
た
め
、
状
況
に
よ
っ

て
中
止
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。
中
止
の
場
合
、
ひ
と
よ
し
サ

テ
ラ
イ
ト
、
も
し
く
は
お
電
話
、

ビ
デ
オ
通
話
で
ご
相
談
い
た
だ
け

ま
す
。

問
＝
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
つ
し
ろ
　ひ
と
よ
し
サ
テ
ラ

イ
ト

☎
0
7
0
–
1
5
6
5
–
7
8
8
9

6w
ksp.hitoyoshikum

a@
gm

ail.com

問
＝
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ

ン
チ
（
球
磨
地
域
振
興
局
3
階
）

☎
2
2
–
0
5
5
5

6kum
a@

jobcafe-branch.
com令

和
5
年
度
熊
本
さ
わ
や
か

大
学
校
入
学
生
募
集

　熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で

は
、
シ
ニ
ア
の
た
め
の
学
び
の
場

と
し
て
、
熊
本
校
で
31
年
、
八
代

校
で
23
年
続
く
「
熊
本
さ
わ
や
か

大
学
校
」
を
開
校
し
て
い
ま
す
。

　
年
間
40
講
座
、
毎
回
異
な
る

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
多
彩
な
先
生
方

の
講
義
や
学
習
活
動
を
通
し
て
、

新
た
な
自
分
づ
く
り
、
仲
間
づ
く

り
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
安
心
し
て
学
べ
る
よ
う
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

を
講
じ
た
う
え
で
開
講
し
ま
す
。

入
学
資
格
：
県
内
在
住
で
、
令
和

5
年
4
月
1
日
時
点
で
60
歳
以
上

の
人

募
集
人
員
：
熊
本
校
70
名
、
八
代

校
45
名
、
聴
講
生
10
名
（
熊
本
さ

わ
や
か
大
学
校
八
代
校
を
卒
業
さ

れ
た
方
）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す
。

募
集
期
間
：
3
月
10
日
（
金
）
ま

で【
熊
本
校
】

日
程
：
毎
週
木
曜
日

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所
：
熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

【
八
代
校
】

日
程
：
毎
週
火
曜
日

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所
：
桜
十
字
ホ
ー
ル
や
つ
し
ろ

受
講
期
間
：
4
月
〜
令
和
6
年
3

月 

毎
週
1
講
座
×
40
回

受
講
料
：
入
学
金
5
千
円
、
受
講

料
1
万
6
千
円
（
入
学
時
に
一
括

納
入
）
※
八
代
校
の
聴
講
生
は
受

講
料
1
万
6
千
円
だ
け
で
す
。

申
込
方
法
：
各
市
町
村
福
祉
課
等

に
置
い
て
あ
り
ま
す
入
学
申
込
書

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
＝
一
般
財
団
法
人 

熊
本
さ
わ
や

か
長
寿
財
団

☎
0
9
6
–
3
5
4
–
3
0
8
3

c
0
9
6
–
3
5
4
–
3
1
0
3

情
報
の
広
場
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申 =申し込み先 問=問い合わせ先

お
知
ら
せ

申 =申し込み先 問=問い合わせ先

募

　集

人
権
擁
護
委
員
は

あ
な
た
の
相
談
相
手
で
す

 

人
権
侵
害
を
受
け
、
お
困
り
の
と

き
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
体
罰
や
い
じ
め
を
受
け
た
。

・
高
齢
者
、
子
ど
も
が
虐
待
を
受

　
け
て
い
る
。

・
い
わ
れ
の
な
い
噂
を
た
て
ら
れ
、

　
名
誉
や
信
用
を
失
っ
た
。

【
特
設
人
権
相
談
所
】
開
設

日
時
：
2
月
7
日
（
火
）

10
時
〜
15
時

場
所
：
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
＝
住
民
福
祉
課
住
民
係

☎
3
8
–
1
1
1
2

「
熊
本
い
の
ち
の
電
話
」

オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会

　死
に
た
い
と
考
え
て
し
ま
う
ほ

ど
追
い
詰
め
ら
れ
た
時
、
人
は
ど

ん
な
気
持
ち
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
自
分
自
身
の
た
め
、
周
り
の

方
々
の
た
め
、
学
び
を
深
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

演
題
：
「
自
殺
に
傾
く
ひ
と
へ
の

理
解
」

講
師
：
札
幌
医
科
大
学
医
学
部 

神

経
精
神
医
学
講
座
主
任
教
授
　
河

西 

千
秋 

氏

日
時
：
3
月
26
日
（
日
）

10
時
30
分
〜
12
時

会
場
：
熊
本
市
民
会
館
シ
ア
ー
ズ

ホ
ー
ム
夢
ホ
ー
ル
大
会
議
室
ま
た

は
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Z
O
O
M
）
参

加参
加
者
数
：
会
場
1
0
0
名
、
オ

ン
ラ
イ
ン
4
0
0
名
（
先
着
順
）

申
込
方
法
：
Q
R
コ
ー
ド
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
事
務
局
へ
電
話
で
要

予
約
、
参
加
費
無
料

申
込
期
間
：
2
月
1
日
（
水
）
〜

3
月
23
日
（
木
）

問
＝
熊
本
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

☎
0
9
6
–
3
5
4
–
4
3
4
3

（
平
日
：
10
時
〜
17
時
）

【
申
込
用
Q
R
コ
ー
ド
】

「
た
ば
こ
」と「
バ
レ
イ
シ
ョ
」を

栽
培
さ
れ
る
皆
様
へ

〜
た
ば
こ
黄
斑
え
そ
病
の

　発
生
防
止
に
向
け
た

　ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
〜

　球
磨
地
方
た
ば
こ
振
興
連
絡
会

議
か
ら
の
お
願
い
で
す
。

　
近
年
、
球
磨
地
域
の
た
ば
こ
で

は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
Y
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
「
た
ば
こ
黄
斑
え
そ
病
」
が

発
生
し
被
害
が
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
病
気
は
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
バ
レ
イ
シ
ョ
が
伝
染
源

で
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
を
介
し
て
た
ば

こ
に
広
が
り
ま
す
。

【
共
通
の
お
願
い
】

①
バ
レ
イ
シ
ョ
と
た
ば
こ
の
圃
場

は
離
し
ま
し
ょ
う
。

　
バ
レ
イ
シ
ョ
と
た
ば
こ
の
圃
場

が
1
0
0
ｍ
以
上
離
れ
る
と
、

ア
ブ
ラ
ム
シ
に
よ
る
伝
搬
の
危

険
性
が
減
り
ま
す
。
作
付
け
圃

場
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
同
士

で
話
し
合
っ
て
、
な
る
べ
く
離

れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
防
除
は
し
っ
か

り
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
盛
ん
に
活
動
す

る
3
月
か
ら
4
月
が
要
注
意
で

す
。
他
の
ウ
イ
ル
ス
病
の
予
防

の
た
め
に
も
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
を

見
つ
け
た
ら
早
期
に
防
除
し
て

く
だ
さ
い
。

③
バ
レ
イ
シ
ョ
収
穫
後
の
圃
場
清

掃
や
雑
草
対
策
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

　
収
穫
後
の
残
さ
や
周
辺
雑
草

は
、
病
害
虫
に
よ
る
被
害
を
助

長
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
自

分
の
た
め
、
周
り
の
た
め
、
圃

場
管
理
は
最
後
ま
で
手
を
抜
か

ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
バ
レ
イ
シ
ョ
生
産
者
へ
の
お
願

い
】

①
種
イ
モ
は
市
販
の
も
の
を
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

　
自
家
取
り
の
種
イ
モ
は
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
バ
レ
イ

シ
ョ
を
作
ら
れ
る
場
合
は
（
家

庭
菜
園
で
も
）
、
安
全
性
の
高

い
市
販
の
種
イ
モ
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

【
た
ば
こ
生
産
者
へ
の
お
願
い
】

①
ア
ブ
ラ
ム
シ
飛
来
対
策
を
実
施

し
ま
し
ょ
う
。

　
防
虫
ネ
ッ
ト
や
、
シ
ル
バ
ー

テ
ー
プ
を
設
置
し
、
ア
ブ
ラ
ム

シ
の
飛
来
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

②
罹
病
株
は
早
期
に
処
理
し
ま

し
ょ
う
。

　
罹
病
株
は
早
期
に
根
ご
と
抜
き

取
り
、
焼
却
、
埋
却
に
よ
り
二

次
感
染
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
就
労
相
談

窓
口
を
ご
存
知
で
す
か
？

　県
で
は
、
人
吉
・
球
磨
地
域
の

人
材
確
保
・
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
の

た
め
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
球
磨
ブ

ラ
ン
チ
（
球
磨
地
域
振
興
局
3

階
）
の
体
制
を
強
化
し
、
「
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
就
労
相
談
窓
口
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
求
職
中
の
方
は

も
ち
ろ
ん
、
採
用
活
動
中
の
事
業

所
も
無
料
で
利
用
可
能
で
す
。
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
事
前
に
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

開
所
時
間
：
10
時
〜
17
時

定
休
日
：
土
日
祝
日

【
出
前
相
談
会
開
催
】

日
程
：
2
月
8
日（
水
）
28
日

（
火
）

《
湯
前
駅
レ
ー
ル
ウ
ィ
ン
グ
》

日
程
：
2
月
14
日（
火
）

《
あ
さ
ぎ
り
町
免
田
保
健
セ
ン

タ
ー
》

日
程
：
2
月
16
日（
木
）

《
多
良
木
町
多
目
的
研
修
セ
ン

タ
ー
》

日
程
：
2
月
17
日（
金
）

《
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨
》

※
時
間
は
13
時
〜
16
時
（
14
日
・

28
日
の
み
13
時
30
分
〜
16
時
30

分
）

問
＝
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
就
労
相
談
窓

口（
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ

ン
チ
）

☎
2
2
–
0
5
5
5

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る

木
の
伐
採
に
ご
協
力
を
！！

　道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出

し
や
倒
木
に
よ
り
歩
行
者
や
自
動

車
等
に
損
害
が
発
生
し
た
場
合
、

樹
木
所
有
者
の
管
理
責
任
を
問
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
道
路
沿
い
で
樹
木
を

所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
点
検
を
実

施
し
て
い
た
だ
き
、
危
険
な
場
合

は
伐
採
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

問
＝
県
道
路
保
全
課

☎
0
9
6
–
3
3
3
–
2
4
9
5

「
お
し
ご
と
出
張
相
談
会
」

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ひ
と
よ
し
サ
テ
ラ
イ
ト

　み
な
さ
ん
の
心
配
ご
と
や
不
安

に
寄
り
添
い
「
働
き
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

対
象
：
15
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
求

職
中
の
方
、
ま
た
は
そ
の
ご
家
族

の
方

日
程
：
2
月
7
日（
火
）
21
日

（
火
）

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

《
ハロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨
》

日
程
：
2
月
14
日（
火
）

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

《
あ
さ
ぎ
り
町
役
場
本
庁
舎 

中
庭

相
談
室
》

そ
の
他
：
あ
さ
ぎ
り
町
免
田
保
健

セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
会
は
、
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ
ン
チ
と
の

共
同
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
全
年

齢
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
ひ
と
よ
し
サ
テ
ラ
イ
ト
】

営
業
時
間
：
10
時
〜
17
時

定
休
日
：
金
〜
日
曜
・
祝
日

【
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ
ン

チ
】

営
業
時
間
：
10
時
〜
17
時

定
休
日
：
土
日
祝
日

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
防
止
の
た
め
、
状
況
に
よ
っ

て
中
止
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。
中
止
の
場
合
、
ひ
と
よ
し
サ

テ
ラ
イ
ト
、
も
し
く
は
お
電
話
、

ビ
デ
オ
通
話
で
ご
相
談
い
た
だ
け

ま
す
。

問
＝
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
つ
し
ろ
　ひ
と
よ
し
サ
テ
ラ

イ
ト

☎
0
7
0
–
1
5
6
5
–
7
8
8
9

6w
ksp.hitoyoshikum

a@
gm

ail.com

問
＝
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ

ン
チ
（
球
磨
地
域
振
興
局
3
階
）

☎
2
2
–
0
5
5
5

6kum
a@

jobcafe-branch.
com令

和
5
年
度
熊
本
さ
わ
や
か

大
学
校
入
学
生
募
集

　熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で

は
、
シ
ニ
ア
の
た
め
の
学
び
の
場

と
し
て
、
熊
本
校
で
31
年
、
八
代

校
で
23
年
続
く
「
熊
本
さ
わ
や
か

大
学
校
」
を
開
校
し
て
い
ま
す
。

　
年
間
40
講
座
、
毎
回
異
な
る

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
多
彩
な
先
生
方

の
講
義
や
学
習
活
動
を
通
し
て
、

新
た
な
自
分
づ
く
り
、
仲
間
づ
く

り
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
安
心
し
て
学
べ
る
よ
う
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

を
講
じ
た
う
え
で
開
講
し
ま
す
。

入
学
資
格
：
県
内
在
住
で
、
令
和

5
年
4
月
1
日
時
点
で
60
歳
以
上

の
人

募
集
人
員
：
熊
本
校
70
名
、
八
代

校
45
名
、
聴
講
生
10
名
（
熊
本
さ

わ
や
か
大
学
校
八
代
校
を
卒
業
さ

れ
た
方
）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す
。

募
集
期
間
：
3
月
10
日
（
金
）
ま

で【
熊
本
校
】

日
程
：
毎
週
木
曜
日

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所
：
熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

【
八
代
校
】

日
程
：
毎
週
火
曜
日

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所
：
桜
十
字
ホ
ー
ル
や
つ
し
ろ

受
講
期
間
：
4
月
〜
令
和
6
年
3

月 

毎
週
1
講
座
×
40
回

受
講
料
：
入
学
金
5
千
円
、
受
講

料
1
万
6
千
円
（
入
学
時
に
一
括

納
入
）
※
八
代
校
の
聴
講
生
は
受

講
料
1
万
6
千
円
だ
け
で
す
。

申
込
方
法
：
各
市
町
村
福
祉
課
等

に
置
い
て
あ
り
ま
す
入
学
申
込
書

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
＝
一
般
財
団
法
人 

熊
本
さ
わ
や

か
長
寿
財
団

☎
0
9
6
–
3
5
4
–
3
0
8
3

c
0
9
6
–
3
5
4
–
3
1
0
3

情
報
の
広
場
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問合せ　　錦町図書館　　☎ ３８－3 42 0

　お借りいただいた本は、
西コミセン・木上コミセンに
設置してあるブックポストへの
返却もできますので、
お気軽にご利用
ください。

錦町図書館だより

図
書
館
か
ら
の

　
お
知
ら
せ

新 刊 おすすめの本
      　一般書書名 　　　　　　　　著　者          　　　　　　児童書書名   　　　　 　　　著　者

親父の納棺 
なりわい再考 
わたしのまちのじどうかん 
発達障害「できないこと」には理由がある！ 
全国クセすご水族館図鑑 
そば粉100％のおいしいパンとレシピ 
ふるさと球磨川放浪記

柳瀬博一
北沢正和

さかなのおにいさんかわちゃん
小池ともこ
前山光則

パンどろぼうVSにせパンどろぼう 
おねえちゃんって、ときどきなきむし！？ 
最強の城へタイムワープ 
「オードリー・タン」の誕生 
こんにちは！同意 
はじめて読む！海外文学ブックガイド 
ピクチャーペディア

柴田ケイコ
いとうみく
チーム・ガリレオ
石崎洋司
ユミ・スタインズ
越前敏弥ほか

一般書 児童書

嘘つきジェンガ
辻村 深月
文藝春秋

宇宙食になったサバ缶
小坂 康之,別司 芳子
小学館

まさか、こんな2020年の春が待っているとは思
いもしなかった。大学進学のため山形から上京し
た加賀耀太だったが、緊急事態宣言で入学式も延
期になり授業もサークルも、バイトすら始められ
ないでいた。そんな時、幼馴染みに「メールでで
きる簡単なバイト」を紹介される。割の良さに目
がくらみ始めたが、そのバイトとはロマンス詐欺
の片棒を担ぐことだった。「未希子」という主婦
と親密なやり取りを交わすようになった耀太に、
ある日「助けて、私、殺される」という未希子か
らのメッセージが届く…。

「魚はジューシーで、醤油がしっかりしみてお
いしい！」2020年、野口宇宙飛行士が宇宙から
ユーチューブで紹介したのは、高校生が作った
サバ缶だった。有名な会社の名前がずらりとな
らんだ宇宙日本食の中で、たった一つだけ高校
生が開発した食品、それが「サバ醤油味付け缶
詰」だ。福井県若狭高校の高校生たちは、いっ
たいどうやって宇宙食を作ったのだろうか？山
あり谷ありの14年間の軌跡を取材した。

開 館 時 間　午前10時～午後６時まで
休　館　日　毎月第１水曜日
　　　　　　年末年始　12月29日～1月3日

２月１日はにおいの日
匂いを楽しむために、様々な『におい』のことを知っておきたいですね。

３月１日（水）は休館日です
毎月第１水曜日は休館日です

（祝日の場合は、翌日が休館になります）

和食だけでなく、中華、洋食にも
使える調味料「味噌」。難しく考
えず、ただのせるだけ、ちょっと
足すだけ、混ぜるだけでおいし
い、簡単で素朴な味を試してみま
せんか？

古来より根付いた香り文化は、日本
が世界に誇る文化遺産ではないで
しょうか。現在では途絶えてしまっ
た、伽羅や沈香、減少を続ける白檀
を紹介。そのほかの香木は香原料と
して紹介してあります。香木の持つ、
堂々とした姿は見応えがあります。
オールカラー写真です。

香りのことだけでなく、香水の歴史
や文化、産地についても知る事ので
きる一冊です。１２６種の香料を掲載
し、香りやその特徴を詳しく知る事
ができます。また自分の好みに合っ
た香りを診断する事ができ、香水や
フレグランスを楽しむための知識も
紹介されています。

化学物質過敏症を知っていますか？
頭痛や吐き気、めまいなど様々な症
状で生活もままならない病気です。
最近では香害という言葉を、よく耳
にするようになりました。原因は生活
する場に潜んでいます。自分や大切
な人の健康を守るために、知る事か
ら始めませんか？

香木のきほん図鑑 新しい香水の教科書 柳沢幸雄先生の空気の授業

　こんにちは。

　年が明けて、令和５年を迎えました。まだまだ霧晴れぬ寒さが続いていますが、いかがお

過ごしでしょうか。

　昨年11月より、錦町の魅力を広く知っていただける機会をということで、インターネット

動画サイト「YouTube」にて「熊本県錦町ふるさと発信・情報局」というチャンネルを立ち

上げました。初回は、町内の農家さんによる稲刈りの様子を取り上げた内容となっておりま

す。現在2回まで投稿しておりますので是非、皆様にもご覧いただければと思います。

　さて、皆様にご報告がございます。１月末をもちまして退任させていただくことになりま

した。2年10カ月の活動を通して町内の様々な方々と出会い、魅力を知ることができた充実

した毎日であったと思います。

　特に、町内に残っている里山の営みは魅力的な情景でありますし「水と時を越えた連綿た

る生活」の美しい組み合わせと言えます。町を巡ってみますと、江戸時代以前に作られたと

考えられる水路や、耕作地1区画ごとに名前が付いている状態で残っていることが確認でき

ました。これは全国的に見ても珍しく、まだまだ埋もれている宝があると考えます。思えば

着任初年に発生した令和２年７月豪雨は、自然との共生について身をもって考えさせられた

出来事でした。

　その後も、様々な活動を通して皆様と出会い、関わり、交流させていただき本当に「自分

の出身地にはない優しさがここにある」と、感慨深い実体験となりました。こうした体験は

都会では得難いものであり、九州に生まれ育った私にとっては、より身近に感じます。

　錦町を離れる身ではございますが、これがお別れになる

訳ではありません。「人こそ宝」と深く実感した日々にお

いては、故郷と思える感情があるのです。ですから「さよ

うなら」ではなく「また会いましょう」と申し上げます。

　至らない点は多々ございますが、これまで本当にありが

とうございました。

地域おこし協力隊　活動報告
　　　　　　　　　　　福岡　幸博

森本町長に寄付金を手渡す
麥生田会長（右）と坂本副会長（左）

協力隊の福岡隊員

 12月27日、錦町民生委員児童委員協議会の麥生田忠会長及び坂本敬
之副会長が錦町社会福祉協議会会長である森本完一町長を訪ね、寄
付金を贈呈されました。
　民生委員児童委員については去る12月1日に全国一斉改選が行わ
れたばかりであり、麥生田会長は「寄付金は町の福祉の向上に役立
てていただければと思います。民生委員児童委員協議会としても、
委員一丸となって皆さまのためにがんばります」と語られました。 

町の福祉のために寄付金贈呈　錦町民生委員児童委員協議会から錦町社会福祉協議会へ
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問合せ　　錦町図書館　　☎ ３８－3 42 0

　お借りいただいた本は、
西コミセン・木上コミセンに
設置してあるブックポストへの
返却もできますので、
お気軽にご利用
ください。

錦町図書館だより

図
書
館
か
ら
の

　
お
知
ら
せ

新 刊 おすすめの本
      　一般書書名 　　　　　　　　著　者          　　　　　　児童書書名   　　　　 　　　著　者

親父の納棺 
なりわい再考 
わたしのまちのじどうかん 
発達障害「できないこと」には理由がある！ 
全国クセすご水族館図鑑 
そば粉100％のおいしいパンとレシピ 
ふるさと球磨川放浪記

柳瀬博一
北沢正和

さかなのおにいさんかわちゃん
小池ともこ
前山光則

パンどろぼうVSにせパンどろぼう 
おねえちゃんって、ときどきなきむし！？ 
最強の城へタイムワープ 
「オードリー・タン」の誕生 
こんにちは！同意 
はじめて読む！海外文学ブックガイド 
ピクチャーペディア

柴田ケイコ
いとうみく
チーム・ガリレオ
石崎洋司
ユミ・スタインズ
越前敏弥ほか

一般書 児童書

嘘つきジェンガ
辻村 深月
文藝春秋

宇宙食になったサバ缶
小坂 康之,別司 芳子
小学館

まさか、こんな2020年の春が待っているとは思
いもしなかった。大学進学のため山形から上京し
た加賀耀太だったが、緊急事態宣言で入学式も延
期になり授業もサークルも、バイトすら始められ
ないでいた。そんな時、幼馴染みに「メールでで
きる簡単なバイト」を紹介される。割の良さに目
がくらみ始めたが、そのバイトとはロマンス詐欺
の片棒を担ぐことだった。「未希子」という主婦
と親密なやり取りを交わすようになった耀太に、
ある日「助けて、私、殺される」という未希子か
らのメッセージが届く…。

「魚はジューシーで、醤油がしっかりしみてお
いしい！」2020年、野口宇宙飛行士が宇宙から
ユーチューブで紹介したのは、高校生が作った
サバ缶だった。有名な会社の名前がずらりとな
らんだ宇宙日本食の中で、たった一つだけ高校
生が開発した食品、それが「サバ醤油味付け缶
詰」だ。福井県若狭高校の高校生たちは、いっ
たいどうやって宇宙食を作ったのだろうか？山
あり谷ありの14年間の軌跡を取材した。

開 館 時 間　午前10時～午後６時まで
休　館　日　毎月第１水曜日
　　　　　　年末年始　12月29日～1月3日

２月１日はにおいの日
匂いを楽しむために、様々な『におい』のことを知っておきたいですね。

３月１日（水）は休館日です
毎月第１水曜日は休館日です

（祝日の場合は、翌日が休館になります）

和食だけでなく、中華、洋食にも
使える調味料「味噌」。難しく考
えず、ただのせるだけ、ちょっと
足すだけ、混ぜるだけでおいし
い、簡単で素朴な味を試してみま
せんか？

古来より根付いた香り文化は、日本
が世界に誇る文化遺産ではないで
しょうか。現在では途絶えてしまっ
た、伽羅や沈香、減少を続ける白檀
を紹介。そのほかの香木は香原料と
して紹介してあります。香木の持つ、
堂々とした姿は見応えがあります。
オールカラー写真です。

香りのことだけでなく、香水の歴史
や文化、産地についても知る事ので
きる一冊です。１２６種の香料を掲載
し、香りやその特徴を詳しく知る事
ができます。また自分の好みに合っ
た香りを診断する事ができ、香水や
フレグランスを楽しむための知識も
紹介されています。

化学物質過敏症を知っていますか？
頭痛や吐き気、めまいなど様々な症
状で生活もままならない病気です。
最近では香害という言葉を、よく耳
にするようになりました。原因は生活
する場に潜んでいます。自分や大切
な人の健康を守るために、知る事か
ら始めませんか？

香木のきほん図鑑 新しい香水の教科書 柳沢幸雄先生の空気の授業
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※予定は変更になる
　場合があります。

　 　 1 2 3 

6 7 8 9 10 

13 14 15 16 17

20 21 22 23 24

27 28

錦町子育て支援センター
からのお知らせ

　ももくらぶは、楽しみながら子育てができ
るように、親子の交流や情報交換の場として、
錦町保健センター内に開設しています。
　どうぞ、お気軽にお越しください。

月 火 水 木 金

午前 サークル
午後　広場

午前 サークル
午後　広場

午前 サークル
午後　広場

午前　広場
午後　 ×

午前　広場
午後　 ×

午前　 ×
午後　 ×

午前 サークル
午後　広場

午前 サークル
午後　広場

午前　広場
午後　広場

午前　  ×
午後　広場

午前　広場
午後　広場

午前　広場
午後　広場

午前　広場
午後　広場

午前 サークル
午後　広場

午前　  ×
午後　広場

午前　広場
午後　広場

午前　広場
午後　広場

午前　  ×
午後　広場

午前 サークル
午後　広場

講師：愛甲留美先生
相棒のシェリーメイと一緒に、ゆったりとした雰囲気の中で、産後のデリケートなママの身体や、生後間もない
赤ちゃんとの関わり方を、優しく丁寧にアドバイスしてくださいます。

２ヶ月に１回の偶数月に保健センター
（和室）にて、開催しております。ママとベビーのボディーケア

 

天皇誕生日

● 2 月の広場とサークル活動の予定 ● はいはい・きらきらコース
身体測定・みんなで遊ぼう

ねんねコース
身体測定・みんなで遊ぼう

ママとベビーのボディーケア　
愛甲留美先生

親子運動教室
ベビーコンディショニング

えほんの会

ねんねコース
身体測定・みんなで遊ぼう

はいはい・きらきらコース
身体測定・みんなで遊ぼう

サークル活動の内容
3日

（金）

6日
（月）

８日
（水）

15日
（水）

16日
（木）

20日
（月）

21日
（火）

きらきらコース
（一人で歩けるようになったら）

はいはいコース
（生後７ヶ月頃から）

ねんねコース
（生後 1ヶ月から）

・身体測定
・運動あそび
・親子制作あそび

・親子運動教室　（毎月第3水曜日・・・8月・１月を除く）
　　　講師は月毎に変わります
・ママとベビーのボディーケア　（偶数月の第2水曜日）
・えほんの会　（毎月第3木曜日）

・プレイルームでは、親子で自由にあそぶことができます。
・育児中のお母さんはもちろん、出産を控えた妊婦さんも、育児用品
　などを作ることができます。
・子育て相談は、随時受け付けております。（別室にて対応可）
※健診等により、開設していない日もありますので、ご利用の際は事前に
　電話での連絡をお願いいたします。

子育てサークル

子育て広場

（活動日の　10：00～12：00）

（開設日：月曜日～金曜日　時間：10：00～16：00）

問合せ　錦町子育て支援センター（錦町保健センター内）　☎３８-２０４８

出張年金相談（予約制）のご案内
【令和５年２月開催予定】

第1・2・3・4月曜日 第2・4水曜日 第1・3水曜日

【相談時間】 ９：００～１７：００（錦町総合福祉センター、多良木町役場）
　　　　　　９：３０～１６：４５（人吉市役所１Ｆ　相談室２）
　　　　　　※１２：００～１３：００の時間帯は除く

人吉市役所１Ｆ　相談室2 錦町総合福祉センター    　 多良木町役場

6日・13日・20日・27日 8日・22日 1日・15日

ご予約の方法
◎八代年金事務所出張相談予約担当　☎：０９６５－３５－６１２３
　受付時間：（平日）午前９時～午後５時（第２土曜日）午前９時３０分～午後４時
　※ご予約の際には、ご相談者様と配偶者の方の基礎年金番号がわかるものをご準備のうえ
　　開催日の３日前までにお電話ください。
　出張年金相談は八代年金事務所が熊本県社会保険労務士会へ業務委託をして行うものです。

※直接、年金事務所で年金の相談等をされる際にも予約が必要になります。
　予約なしの場合には、予約者優先のため待ち時間が長くなります。
八代年金事務所 お客様相談室 予約受付電話（０９６５）-３５-６１２３ 自動音声案内①を選択後、②を押してください。

現在の結婚活動には、男女合計 52 名の方が登録中です。
　　　登録されている方へは、錦町主催のイベント・少人数交流会・1 対 1 お見合い、

9 町村合同イベントなどの予定情報を、ご希望に合わせてメールでご案内します。

「新規登録随時募集中」
球磨郡・人吉市にお住まいの独身男女、郡市以外にお住まいの女性も
ご相談下さい。秘密は固く守られます。登録料や年会費は無料です。

　　　　　　★令和 4 年 11 月縁結び EVENT 参加者の
　　　　　　　マッチングカップル数組が交際を始めました。

婚活コーナー

◆結婚相談員 専用メールアドレス◆　
nishiki-konkatsu＠au.com
◇錦町役場　住民福祉課　住民係　☎38-1112
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※予定は変更になる
　場合があります。

　 　 1 2 3 

6 7 8 9 10 

13 14 15 16 17

20 21 22 23 24

27 28

錦町子育て支援センター
からのお知らせ

　ももくらぶは、楽しみながら子育てができ
るように、親子の交流や情報交換の場として、
錦町保健センター内に開設しています。
　どうぞ、お気軽にお越しください。

月 火 水 木 金

午前 サークル
午後　広場

午前 サークル
午後　広場

午前 サークル
午後　広場

午前　広場
午後　 ×

午前　広場
午後　 ×

午前　 ×
午後　 ×

午前 サークル
午後　広場

午前 サークル
午後　広場

午前　広場
午後　広場

午前　  ×
午後　広場

午前　広場
午後　広場

午前　広場
午後　広場

午前　広場
午後　広場

午前 サークル
午後　広場

午前　  ×
午後　広場

午前　広場
午後　広場

午前　広場
午後　広場

午前　  ×
午後　広場

午前 サークル
午後　広場

講師：愛甲留美先生
相棒のシェリーメイと一緒に、ゆったりとした雰囲気の中で、産後のデリケートなママの身体や、生後間もない
赤ちゃんとの関わり方を、優しく丁寧にアドバイスしてくださいます。

２ヶ月に１回の偶数月に保健センター
（和室）にて、開催しております。ママとベビーのボディーケア

 

天皇誕生日

● 2 月の広場とサークル活動の予定 ● はいはい・きらきらコース
身体測定・みんなで遊ぼう

ねんねコース
身体測定・みんなで遊ぼう

ママとベビーのボディーケア　
愛甲留美先生

親子運動教室
ベビーコンディショニング

えほんの会

ねんねコース
身体測定・みんなで遊ぼう

はいはい・きらきらコース
身体測定・みんなで遊ぼう

サークル活動の内容
3日

（金）

6日
（月）

８日
（水）

15日
（水）

16日
（木）

20日
（月）

21日
（火）

きらきらコース
（一人で歩けるようになったら）

はいはいコース
（生後７ヶ月頃から）

ねんねコース
（生後 1ヶ月から）

・身体測定
・運動あそび
・親子制作あそび

・親子運動教室　（毎月第3水曜日・・・8月・１月を除く）
　　　講師は月毎に変わります
・ママとベビーのボディーケア　（偶数月の第2水曜日）
・えほんの会　（毎月第3木曜日）

・プレイルームでは、親子で自由にあそぶことができます。
・育児中のお母さんはもちろん、出産を控えた妊婦さんも、育児用品
　などを作ることができます。
・子育て相談は、随時受け付けております。（別室にて対応可）
※健診等により、開設していない日もありますので、ご利用の際は事前に
　電話での連絡をお願いいたします。

子育てサークル

子育て広場

（活動日の　10：00～12：00）

（開設日：月曜日～金曜日　時間：10：00～16：00）

問合せ　錦町子育て支援センター（錦町保健センター内）　☎３８-２０４８
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問合せ　　錦町保健センター　　☎ ３８－２０４８

腹部超音波検診で脂肪肝があった割合
（町健診：Ｒ3年度結果） 1,815人受診

　脂肪肝は肝臓に脂肪が過剰に蓄積した状態です。脂肪肝の割合は年々増加しており、錦町の腹部超
音波検診を受けられた方の中にも、脂肪肝の所見者が多くおられました。【下記グラフ参照】

　グラフの結果、男性は若い時期から、女性は年齢が上がるにつれて、割合が多くなっています。特
に50・60代での脂肪肝の割合が多く、その背景にはメタボリックシンドローム（肥満に伴う高血圧・
糖尿病・脂質異常）があると言われています。女性の場合は、閉経後は女性ホルモンが減少するた
め、同じ生活習慣を続けていると肝臓に脂肪が貯まります。 
　肥満があることで脂肪細胞から炎症を起こす物質が出ます。脂肪肝は進行すると炎症を起こし、将
来肝硬変や肝がんになる可能性があります。脂肪肝は、アルコール性脂肪肝と非アルコール性脂肪肝
に分けられます。最近は非アルコール性脂肪肝の割合が多くなっており、日頃の生活習慣が大事で、
食事や運動による減量（体重4～5 ㎏減らせば肝臓の脂肪がとれていく）が最良の治療法と言われてい
ます。 

脂肪肝は放っておくと危険です

保健師　藤川　絹代

こんにちは
保健師です

58%

30代

男性 女性

40代 50代 60代 70代 80代以上

21%

59% 56%

37%

48%
41% 44%

36%

25%
30%

22%
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サポ－タ－カ－ド♪
認知症サポーターの証

地 域 包 括 支 援

セ ン タ ー 便 り

錦町

“認知症サポ－タ－
　　　　　　養成講座” 

“認知症声かけ・見守り訓練”認知症を地域で支えます

　一武小学校４年生33人が新たに認知症サポ－タ－になりました。
　児童から「認知症の人を見守り、やさしく声かけします」など高齢者に
対して、思いやりのある意見がたくさん聞かれました。講座を通じて、
ゆっくり思いやりを持って接することの大切さについて学びました。

　19区では17人の方が参加さ
れ、新たに認知症サポ－タ－とな
りました。家族などが認知症に
なった際の相談先や、声かけの仕
方、徘徊の方への対応などを学び
ました。

問合せ　　錦町地域包括支援センター　　☎ ３８－４０２０

12月16日(金)
一武小学校

次の内容で訓練を行いました。
①認知症を正しく理解してもらうための“認知症サポーター養成講座”　　
②寸劇などで対応の仕方などを学んだ後、実際に声かけの練習

12月18日(日)
第１９区

どんな声かけが
いいんだろう？

声かけの様子

【参加者の感想】
・やさしさと思いやりが必要と思いました。
・声かけの仕方はとても参考になった。
・実際に声かけしてみるのは難しかった。

認知症になっても私たちが見守ります

認知症サポーターになりました！

講師：錦寿豊苑（岩本さん・蓑星さん）

講師：錦町包括支援センタ－
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■人の動き 12月末人口動態　　（　）は先月比
○世帯数　3,954（＋9）　　 　○総人口　10,282（＋6）　   ○男　4,875（－3）　  ○女　5,407（＋9）

　
人
生
半
ば
を
過
ぎ
て
、
昔
を
あ
れ
こ

れ
振
り
返
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
思
っ
た
の
は
「
錦
町
が

大
好
き
」
と
い
う
こ
と
と
「
人
は
一
人

で
は
生
き
て
い
け
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
私
は
人
吉
市
出
身
で
、
高
校
卒

業
後
は
熊
本
市
内
の
看
護
学
校
に
進
学

し
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
熊
本
市
内
の
病

院
で
６
年
ほ
ど
勤
務
し
た
後
に
地
元
に

Ｕ
タ
ー
ン
、
人
吉
市
内
の
病
院
で
働
い

て
い
ま
し
た
が
、
縁
あ
っ
て
錦
町
出
身

の
主
人
と
結
婚
し
、
人
吉
市
内
で
２
年

間
生
活
後
、
錦
町
に
居
を
構
え
ま
し

た
。
高
校
時
代
に
五
高
校
大
会
の
応
援

で
し
か
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
「
球

磨
郡
」
は
私
の
中
で
は
す
ご
い
田
舎
の

認
識
し
か
な
く
、
正
直
少
し
気
落
ち
し

た
も
の
で
し
た
。
そ
れ
が
、
錦
町
で
生

活
す
る
よ
う
に
な
っ
て
良
い
事
づ
く
し

の
日
々
と
な
り
、
今
で
は
錦
町
が
大
好

き
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
子
育
て
に

お
い
て
、
医
療
費
助
成
の
年
齢
が
３
歳

か
ら
６
年
生
、
中
学
３
年
生
ま
で
と
延

び
て
い
き
ま
し
た
が
、
我
が
家
の
３
人

の
子
ど
も
た
ち
は
切
れ
目
な
く
恩
恵
を

受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
錦
中
学
校
で

は
長
女
、
長
男
の
３
年
生
に
お
い
て
、

保
護
者
の
立
場
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
野
球
で

中
体
連
の
優
勝
も
経
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
中
学
時
代
に
「
エ
ー
ス
を

ね
ら
え
」
に
憧
れ
て
テ
ニ
ス
部
に
入
部

し
た
も
の
の
１
年
も
も
た
ず
帰
宅
部
に

な
っ
た
私
で
す
が
、
子
ど
も
の
部
活
を

通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
青
春
も

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
味
わ
ら
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
ま
た
、
頑
張
る
子
ど
も
た
ち

に
負
け
ま
い
と
、
私
自
身
は
小
学
校
、

中
学
校
と
連
続
10
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
携

わ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
出
会
っ
た
多

く
の
保
護
者
の
方
や
先
生
方
に
助
け
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
も
経

験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
で

も
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
知
り
合
い
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い

き
ま
し
た
。
錦
町
の
「
人
々
」
と
「
程

よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
広
さ
」
が
私
に

と
っ
て
は
居
心
地
が
良
く
「
大
好
き
」

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
、
皆
さ
ん
に

私
の
特
技
（
と
あ
る
歌
手
の
歌
真
似
、

振
り
真
似
）
を
披
露
す
る
機
会
も
無
く

な
り
寂
し
い
限
り
で
す
が
「
家
族
」
が

い
る
こ
と
だ
け
で
も
幸
せ
を
感
じ
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。

◆
次
回
は
一
武
下
平
岩
◆

◆
中
村
健
吾
さ
ん
で
す
◆

　

T
・
晴
美

他
国
籍
の
　
従
業
員
の
　
い
る
ホ
テ
ル
　

幸
せ
な
家
族
に
　
故
郷
を
思
は
ん

温
泉
に
浸
か
り

我
ら
の
帰
り
を
　
待
つ
犬
の

気
持
ち
を
は
か
り
　
海
を
見
て
い
る

モ
グ
モ
グ
と
　

エ
サ
を
食
む
か
　
寝
て
い
る
か

本
能
の
ま
ま
の
　
姿
愛
お
し

元
旦
の
朝
　
お
雑
煮
の
　
鶏
出
汁
の

如
何
に
よ
り
て
　
今
年
始
ま
る

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
　

恐
ろ
し
と
い
へ
ど
　
後
ろ
に
は

戻
り
も
な
ら
ず
　
綱
を
信
じ
る

こ
ん
な
に
も
　
恐
い
遊
具
で
　
遊
ぶ
と
は

子
等
の
成
長
　
頼
も
し
と
思
ふ

坂
本
　
敦
子

初
日
の
出
　
家
族
揃
っ
て
　
お
か
げ
様

ド
キ
ド
キ
が
　
箱
根
駅
伝
　
ブ
ラ
ボ
ー

う
さ
ぎ
年
　
年
金
景
気
も
　
跳
ね
て
よ

キ
ュ
ン
キ
ュ
ン
と
　
新
雪
踏
ん
で
　
登
校
す

八
十
路
　
認
知
症
転
ば
ぬ
　７
，０
０
０
歩

明
灯
な
き
　
家
の
又
増
え
　
寒
に
入
る

正
月
に
　
奏
で
る
琴
に
　
サ
ク
ラ
咲
く

坂
本
　
敦
子

ま
ち
っ
た
　
増
や
し
て
ほ
し
い
　
晩
酌
を

ま
ち
っ
た
　
走
れ
頑
張
れ
　
３
等
だ

に
し
き
ん
婆

ま
ち
っ
た
ー
　
格
好
つ
け
て
　
さ
る
か
ん
ね

ま
ち
ーっ
た  

砂
糖
屋
の  

遠
か
ぐ
た
ん
ね
ー

粟
生
　
梛
叶
　
　（
勇
太
・
侑
希
）

　
　
　  

　
西
下
井
手
ノ
口

立
開
　
柊
莉
　
　（
光
義
・
真
由
美
）

　
　
　  

　
一
武
昭
和

税
所
　
愛
葵
　
　（
玲
央
・
彩
香
）

　
　
　  

　
西
上
松
里

今
溝
　
仁
華
・
仁
湖
　

　
　
　
　
　
　
　（
貴
仁
・
華
那
）

　
　
　  

　
一
武
別
府

木
場
　
崚
太
　（
一
武
西
下
原
）

本
田
　
瑠
凪
　（
　   

〃 

　  

）

元
村
　
大
地
　（
西
木
揚
）

髙
野
　
鈴
菜
　（
小
国
町
）

西
村
　
礼
士
　（
西
上
松
里
）

東
　
美
里
　
　（
　 

〃
　  

）

堀
田
　
貴
史
　（
一
武
西
原
）

橋
本
　
優
理
　（
　 

〃
　  

）

宮
本
　
敬
士
　（
68
歳
）　
西
下
大
鶴

簑
田
　
俊
郎
　（
73
歳
）　
木
上
荒
田

板
井
　
良
夫
　（
90
歳
）　
西
久
保

岡
村
　
秀
隆
　（
76
歳
）　
一
武
中
原

田
山
　
繁
次
　（
71
歳
）　
一
武
上
平
岩

中
村
　
ヤ
ヨ
イ（
88
歳
）　
一
武
横
山

中
岡
　
直
一
　（
75
歳
）　
西
木
揚

吉
田
　
節
子
　（
95
歳
）　
西
指
杉

那
須
　
龍
介
　（
93
歳
）　
木
上
平
川

☆
次
回
（
3
月
号
）
の
笠

◆
み
た
む
な
か
（
見
苦
し
い
）

あ
な
た
の
考
え
た
俳
句
・
短
歌
を
掲
載
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
構
い
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
企
画
観
光
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
　締
切
日

　2
月
7
日
（
火
）

に
　
か

に
　
こ

あ
い
き

し
ゅ
り

な
ぎ
と

ご
誕
生

ゆ

は

と
り 

だ 

し

ボ
　
ケ

い
か
ん

ご
結
婚

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
皆
さ
ん
が
普
段
思
っ

て
い
る
こ
と
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
次
の

方
へ
ペ
ン
リ
レ
ー
す
る
も
の
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

久々にみんなが揃った今年の正月令和元年に家族に加わったレイ

20年前の正月

短

　歌

に
し
き
狂
句

錦
み
ん
な
の
歌
会

お
く
や
み

※

ご
誕
生
・
ご
結
婚
・
お
く
や
み
、と
も
に
11
月

受
付
分
で
す
。更
に
錦
町
役
場
窓
口
で
の
受
付
分

の
み
と
し
、承
諾
を
頂
き
ま
し
た
方
々
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

　
今
月
号
の
表
紙
は
、
令
和
５
年
錦
町

二
十
歳
の
つ
ど
い
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
の
２
月
号
で
も
成
人
式
を
取

り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
毎

年
お
邪
魔
し
て
お
り
ま
す
。成
人
式
の

取
材
を
す
る
度
に
、
歳
を
ま
た
１
つ

と
っ
た
と
実
感
し
ま
す
。そ
し
て
、
写

真
を
撮
り
な
が
ら
、
新
成
人
に
は
私
に

無
い
何
か
キ
ラ
キ
ラ
し
た
も
の
を
感

じ
ま
す
。（
私
は
失
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
笑
））

　
昨
年
は
弟
が
、
今
年
は
従
弟
が
二
十

歳
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
み
ん
な
が
弟
や
妹
に
見
え
て

き
て
写
真
を
取
り
な
が
ら
涙
腺
が
崩
壊

し
て
い
ま
す
。
昨
年
も
言
い
ま
し
た

が
、
６
つ
下
の
弟
の
式
典
ま
で
、
後
２

年
で
す
。
そ
れ
ま
で
続
け
ら
れ
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
賀
翔
馬

思いつくまま
平橋　育子さん
（一武上忠ケ原）
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■人の動き 12月末人口動態　　（　）は先月比
○世帯数　3,954（＋9）　　 　○総人口　10,282（＋6）　   ○男　4,875（－3）　  ○女　5,407（＋9）

　
人
生
半
ば
を
過
ぎ
て
、
昔
を
あ
れ
こ

れ
振
り
返
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
思
っ
た
の
は
「
錦
町
が

大
好
き
」
と
い
う
こ
と
と
「
人
は
一
人

で
は
生
き
て
い
け
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
私
は
人
吉
市
出
身
で
、
高
校
卒

業
後
は
熊
本
市
内
の
看
護
学
校
に
進
学

し
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
熊
本
市
内
の
病

院
で
６
年
ほ
ど
勤
務
し
た
後
に
地
元
に

Ｕ
タ
ー
ン
、
人
吉
市
内
の
病
院
で
働
い

て
い
ま
し
た
が
、
縁
あ
っ
て
錦
町
出
身

の
主
人
と
結
婚
し
、
人
吉
市
内
で
２
年

間
生
活
後
、
錦
町
に
居
を
構
え
ま
し

た
。
高
校
時
代
に
五
高
校
大
会
の
応
援

で
し
か
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
「
球

磨
郡
」
は
私
の
中
で
は
す
ご
い
田
舎
の

認
識
し
か
な
く
、
正
直
少
し
気
落
ち
し

た
も
の
で
し
た
。
そ
れ
が
、
錦
町
で
生

活
す
る
よ
う
に
な
っ
て
良
い
事
づ
く
し

の
日
々
と
な
り
、
今
で
は
錦
町
が
大
好

き
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
子
育
て
に

お
い
て
、
医
療
費
助
成
の
年
齢
が
３
歳

か
ら
６
年
生
、
中
学
３
年
生
ま
で
と
延

び
て
い
き
ま
し
た
が
、
我
が
家
の
３
人

の
子
ど
も
た
ち
は
切
れ
目
な
く
恩
恵
を

受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
錦
中
学
校
で

は
長
女
、
長
男
の
３
年
生
に
お
い
て
、

保
護
者
の
立
場
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
野
球
で

中
体
連
の
優
勝
も
経
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
中
学
時
代
に
「
エ
ー
ス
を

ね
ら
え
」
に
憧
れ
て
テ
ニ
ス
部
に
入
部

し
た
も
の
の
１
年
も
も
た
ず
帰
宅
部
に

な
っ
た
私
で
す
が
、
子
ど
も
の
部
活
を

通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
青
春
も

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
味
わ
ら
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
ま
た
、
頑
張
る
子
ど
も
た
ち

に
負
け
ま
い
と
、
私
自
身
は
小
学
校
、

中
学
校
と
連
続
10
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
携

わ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
出
会
っ
た
多

く
の
保
護
者
の
方
や
先
生
方
に
助
け
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
も
経

験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
で

も
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
知
り
合
い
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い

き
ま
し
た
。
錦
町
の
「
人
々
」
と
「
程

よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
広
さ
」
が
私
に

と
っ
て
は
居
心
地
が
良
く
「
大
好
き
」

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
、
皆
さ
ん
に

私
の
特
技
（
と
あ
る
歌
手
の
歌
真
似
、

振
り
真
似
）
を
披
露
す
る
機
会
も
無
く

な
り
寂
し
い
限
り
で
す
が
「
家
族
」
が

い
る
こ
と
だ
け
で
も
幸
せ
を
感
じ
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。

◆
次
回
は
一
武
下
平
岩
◆

◆
中
村
健
吾
さ
ん
で
す
◆

　

T
・
晴
美

他
国
籍
の
　
従
業
員
の
　
い
る
ホ
テ
ル
　

幸
せ
な
家
族
に
　
故
郷
を
思
は
ん

温
泉
に
浸
か
り

我
ら
の
帰
り
を
　
待
つ
犬
の

気
持
ち
を
は
か
り
　
海
を
見
て
い
る

モ
グ
モ
グ
と
　

エ
サ
を
食
む
か
　
寝
て
い
る
か

本
能
の
ま
ま
の
　
姿
愛
お
し

元
旦
の
朝
　
お
雑
煮
の
　
鶏
出
汁
の

如
何
に
よ
り
て
　
今
年
始
ま
る

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
　

恐
ろ
し
と
い
へ
ど
　
後
ろ
に
は

戻
り
も
な
ら
ず
　
綱
を
信
じ
る

こ
ん
な
に
も
　
恐
い
遊
具
で
　
遊
ぶ
と
は

子
等
の
成
長
　
頼
も
し
と
思
ふ

坂
本
　
敦
子

初
日
の
出
　
家
族
揃
っ
て
　
お
か
げ
様

ド
キ
ド
キ
が
　
箱
根
駅
伝
　
ブ
ラ
ボ
ー

う
さ
ぎ
年
　
年
金
景
気
も
　
跳
ね
て
よ

キ
ュ
ン
キ
ュ
ン
と
　
新
雪
踏
ん
で
　
登
校
す

八
十
路
　
認
知
症
転
ば
ぬ
　７
，０
０
０
歩

明
灯
な
き
　
家
の
又
増
え
　
寒
に
入
る

正
月
に
　
奏
で
る
琴
に
　
サ
ク
ラ
咲
く

坂
本
　
敦
子

ま
ち
っ
た
　
増
や
し
て
ほ
し
い
　
晩
酌
を

ま
ち
っ
た
　
走
れ
頑
張
れ
　
３
等
だ

に
し
き
ん
婆

ま
ち
っ
た
ー
　
格
好
つ
け
て
　
さ
る
か
ん
ね

ま
ち
ーっ
た  

砂
糖
屋
の  

遠
か
ぐ
た
ん
ね
ー

粟
生
　
梛
叶
　
　（
勇
太
・
侑
希
）

　
　
　  

　
西
下
井
手
ノ
口

立
開
　
柊
莉
　
　（
光
義
・
真
由
美
）

　
　
　  

　
一
武
昭
和

税
所
　
愛
葵
　
　（
玲
央
・
彩
香
）

　
　
　  

　
西
上
松
里

今
溝
　
仁
華
・
仁
湖
　

　
　
　
　
　
　
　（
貴
仁
・
華
那
）

　
　
　  

　
一
武
別
府

木
場
　
崚
太
　（
一
武
西
下
原
）

本
田
　
瑠
凪
　（
　   

〃 

　  

）

元
村
　
大
地
　（
西
木
揚
）

髙
野
　
鈴
菜
　（
小
国
町
）

西
村
　
礼
士
　（
西
上
松
里
）

東
　
美
里
　
　（
　 

〃
　  

）

堀
田
　
貴
史
　（
一
武
西
原
）

橋
本
　
優
理
　（
　 

〃
　  

）

宮
本
　
敬
士
　（
68
歳
）　
西
下
大
鶴

簑
田
　
俊
郎
　（
73
歳
）　
木
上
荒
田

板
井
　
良
夫
　（
90
歳
）　
西
久
保

岡
村
　
秀
隆
　（
76
歳
）　
一
武
中
原

田
山
　
繁
次
　（
71
歳
）　
一
武
上
平
岩

中
村
　
ヤ
ヨ
イ（
88
歳
）　
一
武
横
山

中
岡
　
直
一
　（
75
歳
）　
西
木
揚

吉
田
　
節
子
　（
95
歳
）　
西
指
杉

那
須
　
龍
介
　（
93
歳
）　
木
上
平
川

☆
次
回
（
3
月
号
）
の
笠

◆
み
た
む
な
か
（
見
苦
し
い
）

あ
な
た
の
考
え
た
俳
句
・
短
歌
を
掲
載
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
構
い
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
企
画
観
光
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
　締
切
日

　2
月
7
日
（
火
）

に
　
か

に
　
こ

あ
い
き

し
ゅ
り

な
ぎ
と

ご
誕
生

ゆ

は

と
り 

だ 

し

ボ
　
ケ

い
か
ん

ご
結
婚

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
皆
さ
ん
が
普
段
思
っ

て
い
る
こ
と
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
次
の

方
へ
ペ
ン
リ
レ
ー
す
る
も
の
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

久々にみんなが揃った今年の正月令和元年に家族に加わったレイ

20年前の正月

短

　歌

に
し
き
狂
句

錦
み
ん
な
の
歌
会

お
く
や
み

※

ご
誕
生
・
ご
結
婚
・
お
く
や
み
、と
も
に
11
月

受
付
分
で
す
。更
に
錦
町
役
場
窓
口
で
の
受
付
分

の
み
と
し
、承
諾
を
頂
き
ま
し
た
方
々
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

　
今
月
号
の
表
紙
は
、
令
和
５
年
錦
町

二
十
歳
の
つ
ど
い
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
の
２
月
号
で
も
成
人
式
を
取

り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
毎

年
お
邪
魔
し
て
お
り
ま
す
。成
人
式
の

取
材
を
す
る
度
に
、
歳
を
ま
た
１
つ

と
っ
た
と
実
感
し
ま
す
。そ
し
て
、
写

真
を
撮
り
な
が
ら
、
新
成
人
に
は
私
に

無
い
何
か
キ
ラ
キ
ラ
し
た
も
の
を
感

じ
ま
す
。（
私
は
失
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
笑
））

　
昨
年
は
弟
が
、
今
年
は
従
弟
が
二
十

歳
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
み
ん
な
が
弟
や
妹
に
見
え
て

き
て
写
真
を
取
り
な
が
ら
涙
腺
が
崩
壊

し
て
い
ま
す
。
昨
年
も
言
い
ま
し
た

が
、
６
つ
下
の
弟
の
式
典
ま
で
、
後
２

年
で
す
。
そ
れ
ま
で
続
け
ら
れ
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
賀
翔
馬

思いつくまま
平橋　育子さん
（一武上忠ケ原）
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令和５年錦町二十歳のつどい

～夢と希望があふれる未来へ
　　　羽ばたけ133人の若人～


